
自分たちで「市の憲法」をつくる
自治基本条例検討委員会がスタート
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平
成
25
年
度
中
の
条
例
制
定
を
目
指

し
て
い
る
下
野
市
自
治
基
本
条
例
（
仮

称
）
に
つ
い
て
、
条
例
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会

（
以
下
「
検
討
委
員
会
」）
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。◇　

　

◇

　

こ
の
検
討
委
員
会
は
、
公
募
で
選
ば

れ
た
市
民
4
名
、
関
係
団
体
の
代
表
者

9
名
の
ほ
か
、
市
長
が
選
任
し
た
6
名

と
学
識
経
験
者
1
名
（
宇
都
宮
大
学
教

授　

中
村
祐
司
氏
＝
会
長
）
総
勢
20
名

が
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
6
月
か

ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
自
由
討
論
や
グ
ル
ー
プ
討

論
を
通
じ
て
検
討
課
題
の
共
有
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
！

自治基本条例ニュースレター vol.1
自 分 た ち で 「 市 の 憲 法 」 を 作 ろ う ！

第1回検討委員会（6月22日）
　委員一人ひとりが参加の動機や抱負について
述べました。また、中村教授から「〝手作り″の
自治基本条例を」をテーマに自治基本条例の概
要について講話を受けました。

第4回検討委員会（8月21日）
　他の自治体の条例の構成がどうなっているか、
グループ研究を行いました。それぞれの特徴を
とらえることで、「市民の定義をきちんとした方
がよい」「市民の声
のとりあげ方」など、
今後討議するべき新
たな課題を様々な方
向から見つけること
ができました。

わたしたちのまちづくりのルールを形にして
市民の市民による市民のためのまちづくりを
基本とする「市民自治」を確立するもの
それが　自治基本条例　です

　市民・議会・行政の役割と責任を明確にし
て、市政全体の方向性を示すものとなるため、
市の条例や計画等は、自治基本条例の趣旨に
沿って策定、制定、運用していくことになります。

Ｑ.どうして自治基本条例が必要なの？
　
Ａ. 社会の成熟化とともに、いろいろなライフス
タイルや価値観が生まれ、市政に対するニーズ
も多様化しています。このようななかで、市民
と市がそれぞれの責任を果たし、地域や市の課
題解決に向け一緒に考え行動する協働のまちづ
くりを進めていくことが求められてきています。
そのため、まちづくりや市政運営の基本ルール
を定める自治基本条例が必要となっているので
す。

Q&A

ワイワイ
ガヤガヤ

と委員の

皆さんで
自由な意

見を

発表しあ
いました

通学路の街灯が少なく暗い

交通の便がいい

災害が少ない

イベントが多くて楽しい

発行　下野市自治基本条例検討委員会
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第2回検討委員会（7月13日）
　「下野市の現状・課題」をテーマに自由討論
しました。各委員からは活発な意見が出ました。

第5回検討委員会（9月28日）
　下野市の条例に盛り込む内容について、各自
の考えをグループ内で発表しました。

第3回検討委員会（8月3日）
若者の意見を聴こう！

　市内の中高生と自治医大生総勢24名を招い
て、下野市の「好きなところ」「嫌いなところ」「こ
んなまちにしたい」「どうしたらいいか」をテーマ
に意見交換を行い、下野市の現状と将来につい
ての熱い意見が出ました。

自然が多
く公園で

のびのび
遊べる

シャッタ
ー商店街

が

ある

歴史遺産
が

たくさん
ある

　

今
後
は
、
条
例
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
基

本
的
な
考
え
方
）
を
取
り
ま
と
め
た
後
、

市
民
部
会
と
議
会
・
行
政
部
会
の
2
つ

の
部
会
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
別
の
具
体

的
な
検
討
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
の
会
議
は
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
予
約
不
要
）

　

ま
た
、
検
討
委
員
会
の
会
議
録
と
開

催
日
程
・
会
場
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
編
集
・
発
行

　

下
野
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会

　

広
報
チ
ー
ム

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

検討委員会中村会長のメッセージ検討委員会中村会長のメッセージ

自治基本条例を皆さんの
「元気力」で作っていきましょう

　子どもたちであれ、親の世代であれ、高齢者であれ、
自分たちが住んでいる地域に愛着を持って生活している
人々には、どこか生き生きとした楽しそうな雰囲気が漂っ
ていて、周囲の人々を元気にする魅力があります。
　これまで自治基本条例検討委員会の委員の方々や、中
学生・高校生・大学生とも接するなかで、下野市は自然
との調和を保った生活ができるまち、人々の間での交流
が自然体でできるまち、そして何よりも「元気力」を持っ
たまちだと確信しました。自治基本条例をぜひ皆さんの
力で作っていきましょう。

今後の条例づくりのスケジュール

平成24年度 ・検討委員会委員の中間報告

平成25年度

・市民フォーラムの開催など
・検討委員会の最終報告
・パブリックコメント
→皆さんの意見をお聞きします
・市議会に条例案を提出、制定

平成26年度 ・条例施行予定

Shimotsuke
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　下野市では、シティセールスの推進を目的に、今年度から下野ブランド推進事業に取り組んでいます。
　下野市の知名度やイメージを高めるものを「下野ブランド」として認定し、市内外に広くＰＲしていきます。今回初め
て下野ブランドとして認定するためその候補となる特産品及び文化財等地域資源を募集します。

下野ブランド

下野ブランド認定品を募集します
～下野ブランド推進事業展開中！～

ディスカバーしもつけ　アピールしもつけ

3．どんな基準で審査されるの？

■特産品
・下野らしさ（市内で生産された素材を活用しているかなど）
・独自性・希少性
・信頼性・安全性（一定の品質を有しているかなど）
・ 市場性・将来性（生産・販路拡大等に意欲的な取組みを
行っているかなど）
■文化財等地域資源
・ 下野らしさ（下野ならではの自然・歴史・伝統・文化等
に根ざしているかなど）

・独自性・希少性
・ 信頼性・普遍性（誰もが立ち入ることができ、満足度が
高いかなど）

・ 将来性・話題性（下野市のイメージ向上が見込まれるか
など）

1．どんなものが対象になるの？

■認定の対象
①特産品・・・一次産品、加工品、工芸品等
　・ 下野市で生産、製造、加工されたもの及び本市の生

産物を材料として製造、加工されたもの
② 文化財等地域資源・・歴史的遺産、文化的な施設・行
事・祭事・芸術・芸能、観光資源、自然、景観及び取
組等

　・本市に存するものまたは伝承されているもの

2．審査方法

■１次選考・・・ 下野ブランド推進本部専門部会による
書類審査

↓
■１次審査通過者によるプレゼンテーション実施

↓
■２次選考・・・下野ブランド認定協議会による審査

↓
■最終決定・・・下野ブランド推進本部による決定

↓
■認定証交付

5．応募するにはどうすればいいの？

■応募方法
　申請書（特産品）及び推薦書（文化財等地域資源）に必
要事項を記入し、直接窓口までお申し込みください。
　また、ご不明な点等ございましたら商工観光課までお問
い合わせください。
■応募締切　12月25日（火）必着
■申請書及び推薦書配付場所
　商工観光課（南河内図書館２階）、国分寺庁舎・石橋
庁舎市民課窓口
※市ホームページでもダウンロードできます。
■問い合わせ先
　商工観光課　☎（48）2112
　 http://www.city.shimotsuke.lg.jp

4．認定されたらどうなるの？

　認定証を交付し、「市ホームページや広報紙への掲載」「ブ
ランドパンフレット等への掲載」「市内外各種イベントへの
出店」「道の駅、観光協会等でのＰＲや販売」などを積極
的に行います。
　また、認定された特産品や加工品、工芸品には、「下野
ブランド認定ロゴマーク」（今後作成予定）を使用すること
ができるなど、認定品であることを表示できます。
　その他、キャンペーン活動や認定品の売り込みなどの支
援を行います。
■認定期間　平成28年３月まで

募集中！

Shimotsuke
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下野スイーツ＆ブレッド
グルメフェア開催

下野スイーツ＆ブレッド
グルメフェア開催

下野ブランド

■
開
催
日
時

　

11
月
17
日
㈯

　
　
　

18
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
会　

場

　

道
の
駅
し
も
つ
け　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

　

下
野
市
の
新
た
な
魅
力
、
埋

も
れ
た
魅
力
を
発
掘
す
る
と
と

も
に
、
下
野
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
作
り
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
市
内
の
和
洋
菓
子
や
パ
ン

を
集
め
た
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
友
達
と
い
っ

し
ょ
に
、
あ
な
た
の
お
気
に
入

り
の
下
野
ス
イ
ー
ツ
を
見
つ
け 

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■■
主　

催　

主　

催　

　

下
野
市

　

下
野
市

　

㈱
道
の
駅
し
も
つ
け

　

㈱
道
の
駅
し
も
つ
け

■■
出
店
者　

出
店
者　

　

市
内
和
洋
菓
子
店
・
パ
ン
屋

　

市
内
和
洋
菓
子
店
・
パ
ン
屋

及
び
各
種
団
体　

及
び
各
種
団
体　

1616
店店

■■
お
得
情
報
！

お
得
情
報
！

　

当
日
は
、
下
野
薬
師
寺
跡
を

ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
文
化
財
パ
ネ

ル
展
示
も
開
催
し
ま
す
。

　

屋
外
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い

て
は
、
刑
務
所
作
業
製
品
展
示

即
売
会
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
で
お
買
い
あ
げ

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
下
野
ブ

ラ
ン
ド
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
お
配
り
し
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
粗
品

を
進
呈
し
ま
す
。

 

（
各
日
先
着
５
０
０
名
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

■出店者一覧

店名 販売商品(予定） 所在地

こだわりぷりんのお店　エクリュ メ―ぷりん、バニラぷりん、プレミアムぷりん、マカロン、
ダコワーズ他 下古山

グリム工房 風車クッキー、シフォンケーキ 下長田

萬屋 ミックスサンド、カツサンド、かぼちゃまんじゅう、たんさ
んまんじゅう 石橋

エール ぶどうパン、クッキー 薬師寺
ブーランジェリー
リール

キッシュ、バゲットサンド、チャバタサンド、チョコクロワッ
サン、パネトーネ他 祇園

ショコラ ショコラショー、チョコラスク、コロッケパン、ジャム他 薬師寺
めるしー　道の駅しもつけ店 和と秋のスイーツ、クリスマススイーツ 薬師寺
おかしのけやき　
道の駅しもつけ店

かんぴょうかりんとうドーナツ、かんぴょう入りプチどら、
たれまんじゅう 薬師寺

パンデパルク 逢 　
道の駅しもつけ店

カスタードフレンチ、ふわふわブルーベリー、メープルショ
コラ他 薬師寺

欧風菓子　グリンデルベルグ自治医大
店

生菓子各種、メイプルバーム、栃乙女バーム、かすていら、
栃乳菓他 緑

街のフレンチ洋食　レストランふじゅう シフォンケーキ、ラスク、フルーツケーキ、プチマドレーヌ 柴
菅井製菓㈲ 草もち、だんご、みたらしだんご他 小金井
松屋菓子店 あぶみ瓦、八重草子、鐘の音最中 小金井

工房つばさ いがぐりパン、かぼちゃスコーン、マロンコロネ、やきいも
パン他 箕輪

農村生活研究グループ　かたかご亭 銭石物語まんじゅう、むしパン、ミニチョコまん 国分寺
国分ふるさとをつくる会 ふるさとまんじゅう、ふるさとだんご 国分寺

※参加店、販売商品については都合により変更となる場合があります。

埋と

即用力を■

Shimotsuke
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予約は、利用１時間前まで
可能です。

　

市
は
昨
年
11
月
、
市
民
の
皆
様
の
足
と
し
て

「
お
で
か
け
号
」
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
数
は
、
平
成
24
年
9
月
の
１
か
月
で

１
，
９
２
２
人
と
な
り
、
運
行
当
初
の
１
か
月

利
用
者
数
１
８
８
人
に
比
べ
１
，
７
３
４
人
増

と
、
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
、『
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
元
気
に

お
出
か
け
で
き
る
よ
う
に
』
と
ド
ア
ト
ゥ
ド
ア

型
の
方
式
で
、
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
地
域

に
根
差
し
た
バ
ス
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

『
良
い
と
こ
ろ
』

◇ 

停
留
所
ま
で
歩
く
必
要
が
な
く
、

自
宅
や
病
院
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
希

望
す
る
場
所
で
乗
り
降
り
で
き
ま

す
。

◇ 

予
約
制
な
の
で
、
希
望
の
時
間
帯

に
自
宅
な
ど
へ
来
て
も
ら
え
ま
す
。

◇ 

予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る
た
め
、

利
用
者
が
い
な
い
場
合
は
運
行
せ

ず
、
環
境
に
や
さ
し
い
で
す
。

自
宅
が
停
留
所

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
、
一
般
の
路
線
バ
ス
の

よ
う
に
バ
ス
停
に
行
く
こ
と
も
な
く
、
タ
ク

シ
ー
の
よ
う
に
高
額
な
料
金
を
支
払
う
事
も
な

い
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り

入
れ
た
公
共
交
通
で
す
。

　

お
客
様
の
電
話
予
約
に
応
じ
て
、
10
人
乗
り

ワ
ゴ
ン
車
で
ご
自
宅
ま
で
お
迎
え
に
あ
が
り
、

病
院
・
買
い
物
・
温
泉
施
設
な
ど
へ
お
送
り
し

ま
す
。
た
だ
し
、
複
数
の
お
客
様
が
同
時
に
利

用
し
ま
す
の
で
、
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

皆
様
に
不
便
を
掛
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
経

路
を
選
定
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

毎
日
、
利
用
し
て
い
ま
す

 

鈴
木
さ
ん
（
下
野
市
町
田
在
住
）

　

昨
年
11
月
の
運
行
開
始
前
は
、
買
い
物
や
通

院
は
、
自
転
車
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
年
齢
的
、
経
済
的
な
こ
と
を
考

特集　デマンドバス「おでかけ号」

運
行
か
ら
1
年　

利
用
者
、
順
調
な
伸
び
！

デ
マ
ン
ド
バ
ス「
お
で
か
け
号
」

特集

予約センター

乗継共通施設は市内３カ所

自宅にお迎え

車内

こんにちは。
お願いします

乗り合いなので、
同乗のお客さんと
お話ししながら
乗車です！

石橋エリアから南河内エリアへ利用す
る場合など、他のエリアへ行く時は、
乗換共通施設で乗り継ぎします。乗り
継ぎ料金200円が加算されます。

市役所国分寺庁舎市役所国分寺庁舎

　

９
月
現
在
、
登
録
者
数
は
１
，

６
３
４
人
で
順
調
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
も
約
２
，

０
０
０
人
／
月
と
な
り
、
市
内
循
環
バ

ス
（
き
ら
ら
号
・
ふ
れ
あ
い
号
）
の
運

行
終
了
以
降
の
４
月
か
ら
大
き
な
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。

0

500

1000

1500

2000

■「おでかけ号」登録状況実績

○年代別内訳

平
成
24年
９
月

平
成
24年
８
月

平
成
24年
７
月

平
成
24年
６
月

平
成
24年
５
月

平
成
24年
４
月

平
成
24年
３
月

平
成
24年
２
月

平
成
24年
１
月

平
成
23年
12月

平
成
23年
11月

登録者数

利用者数

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450
95～

90～94
85～89
80～84
75～79
70～74
66～69
60～65
50～59
40～49
30～39
20～29
13～19
7～12
0～６

○男女別内訳

男 510人

女 1,124人

計 1,634人

○エリア別登録者数

石橋エリア 583人

国分寺エリア 407人

南河内エリア 644人

合　計 1,634人

※下野市地域公共交通会議において、
登録者数 1,050 人の目標設定に対し、
平成 24 年９月末現在で、1,634 人とい
うことで、目標を 55.6％上回った。

（人）

（人）

　

年
代
別
の
登
録
者
数
は
、
70
歳
以
上

の
登
録
者
数
が
全
体
の
約
70
％
で
、
買

い
物
や
通
院
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
高

齢
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
世
代
に
も
公
共
交
通

の
重
要
性
や
有
用
性
を
再
認
識
し
て
も

ら
い
、
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。

Shimotsuke
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地
球
に
や
さ
し
い

　

地
球
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
わ
れ
て
い
る
温
暖
化
問
題
。
温
暖

化
の
防
止
に
は
、
そ
の
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
2
（
二
酸
化
炭

素
）
の
濃
度
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
利

用
者
が
い
る
時
だ
け
の
運
行
で
、
路

線
バ
ス
の
よ
う
に
空
車
運
行
は
行
い

ま
せ
ん
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
環
境

に
負
担
の
少
な
い
地
球
に
や
さ
し
い

公
共
交
通
で
す
。

財
布
に
や
さ
し
い

　

自
動
車
を
所
有
す
る
に
は
、
購
入

費
、
燃
料
費
、
保
険
な
ど
の
維
持
費

が
・
・
・
。

　

概
算
で
す
が
、
自
動
車
を
所
有
す

る
と
、
1
日
約
１
，
５
０
０
円
掛
か

り
ま
す
。

※ 

車
両
（
２
０
０
万
円
／
10
年
）、
税
金
（
年

５
万
円
）、車
検（
年
５
万
円
）、保
険（
10
万
円
）、

ガ
ソ
リ
ン
（
年
15
万
円
）

　

ト
ー
タ
ル
年
55
万
円
で
算
出

３
台
の「
お
で
か
け
号
」が
活
躍

　

３
台
の
「
お
で
か
け
号
」
が
、
３

エ
リ
ア
（
国
分
寺
・
南
河
内
・
石

橋
）
に
各
１
台
ず
つ
運
行
し
て
い
ま

す
。
10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
タ
イ
プ

で
、
き
め
細
や
か
な
送
迎
に
努
め
て

い
ま
す
。

え
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
て
、
ス
ー

パ
ー
や
病
院
の
入
り
口
ま
で
運
行
し
て
も
ら
え

る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
乗
り
合
い
で

他
の
お
客
さ
ん
と
同
乗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
特
に
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
エ

リ
ア
を
越
え
て
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

５
０
０
円
の
回
数
券
や
定
期
券
な
ど
を
販
売
し

て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

特集　デマンドバス「おでかけ号」

運　　賃運　　賃
大人（中学生以上） 300円
小学生 200円
未就学児（保護者同伴） 無　料
エリア間の乗継 プラス200円
回数券（11回券、1回分お得）もデマンド
バス車内で販売中。

運行日・運行時間運行日・運行時間
毎日運行（土日祝日含む）
午前7時～午後5時（最終便は午後４時
台）
※運休日　年末年始12/30～1/3

運行区域運行区域
運行区域は、下野市全域です。
さらに下野市内を３エリア（国分寺・南
河内・石橋）に区分し運行しています。
他のエリアへ行く場合は、乗継共通施設
で乗り換えが必要です。
《エリア間利用の具体例》
　石橋の自宅から「道の駅しもつけ」へ行
く場合、乗継共通施設での乗り換えが必
要になります。
内訳
　自宅→自治医科大学附属病院（乗継
共通施設で乗換）300円→道の駅200円
…片道運賃合計計500円
※ 乗継共通施設は市役所国分寺庁舎、
自治医科大学附属病院、かましん自
治医大店です。

予約センター予約センター
利用1時間前まで予約が可能です。
予約センター　☎0120-111-646
　事前に登録が必要です。利用登録申請
書を直接または郵送で生活安全課へ提出
することもできます。来庁が困難な場合
は電話での登録も受け付けています。
生活安全課☎（40）5555

皆様のご利用を
お待ちしています。

目的地到着

同乗者が降車

お先に失礼します。

自治医大病院自治医大病院

かましん自治医大店かましん自治医大店

安全運転

が降

ご利用
ありがとうございました

まずは、
ご登録を！

す。

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.11
7



栃
木
県
理
容
生
活
衛
生
同

業
組
合
青
年
部
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

９
月
18
日
㈫
、
栃
木
県
理
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
青
年
部
が

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
市
内

の
清
掃
と
献
血
を
行
い
、
市
長

に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
は
組
合
青
年
部
58

名
に
よ
り
、
文
教
通
り
か
ら
古

山
小
学
校
、
長
田
橋
ま
で
の
往

復
の
ほ
か
、
壬
生
地
区
な
ど
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

南
河
内
中
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
団
体
が

大
活
躍
！

　

７
月
27
日
㈮
、
県
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
、
栃

木
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

で
、
南
河
内
中
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
が
団
体
で
準
優
勝

し
ま
し
た
。
関
東
大
会
に
向

け
「W

e love us, I love 
m
e

」
を
合
言
葉
に
猛
暑
の

中
練
習
に
取
り
組
み
、
８
月

６
日
〜
８
日
神
奈
川
県
小
田

原
市
で
開
催
さ
れ
た
、
関
東

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

に
、
小
林
・
荻
原
（
楓
）・

蓬
田
・
高
山
・
大
沼
・
須
藤
・

荻
原
（
実
）・
蒔
田
（
敬
称
略
）

の
８
人
で
出
場
し
、
関
東
の

強
豪
中
学
校
と
対
戦
し
て
来

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

竹
の
子
ク
ラ
ブ
（
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
）
小
学
生
が

関
東
大
会
に
出
場
！

　

９
月
２
日
㈰
に
日
光
市
で

行
わ
れ
た
県
選
手
権
大
会
の

結
果
、
竹
の
子
ク
ラ
ブ
の
２

ペ
ア
が
選
出
さ
れ
、
９
月
17

日
㈪
埼
玉
県
熊
谷
市
で
行
わ

れ
た
第
６
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
関
東
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
交
流
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
！

○
関
東
大
会
出
場
ペ
ア
（
敬

称
略
）

　

女
子
５
、６
年
生
の
部

　

久
保
野
亜
美
・
溝
口
涼
香

（
薬
小
６
年
）

　

女
子
４
年
生
以
下
の
部

　

黒
川
璃
子
・
大
塚
梓
海（
薬

小
４
年
）

空
手
道
大
会
で

大
活
躍
！

　

９
月
17
日
㈪
㈷
、
栃
木

県
立
県
南
体
育
館
で
行
わ

れ
た
栃
木
県
空
手
道
大
会

２
０
１
２
思
川
杯
に
お
い
て

次
の
と
お
り
見
事
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
小
学
５
年
生
組
手
の
部　

優
勝
：
大
関
潤
（
祇
園
小
）

　

３
位
：
中
嶋
竜
悠
（
祇
園

小
）
▼
小
学
２
年
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
ク
ラ
ス　

優
勝
：
飯
野

幸
太
（
国
分
寺
小
）　

３
位
：

中
嶋
竜
二
朗
（
祇
園
小
）
▼

高
学
年
中
級
型
の
部　

入

賞
：
飯
野
雄
雅
（
国
分
寺
小
）

▼
初
級
型
の
部　

入
賞
：
中

嶋
竜
二
朗
（
祇
園
小
）、
飯

野
幸
太
（
国
分
寺
小
）

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.11
8



百
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

鈴
木
ヒ
テ
さ
ん
（
大
正
元

年
9
月
生
）
が
百
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
に
は
、
施
設
で

の
お
祝
い
会
の
席
上
で
、
市

長
よ
り
祝
詞
と
お
祝
い
の
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
何
事
に

も
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
鈴
木

さ
ん
は
、
施
設
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
に
も
楽
し
く
参
加
さ

れ
、
利
用
者
仲
間
や
ス
タ
ッ

フ
に
も
慕
わ
れ
て
、
毎
日
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
ご
家
族
と
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
や
利
用
者
仲
間
に

盛
大
に
お
祝
い
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
教
育
功
労
者
、

優
良
団
体
を
受
賞

　

10
月
17
日
㈬
に
、
栃
木
県

公
館
に
お
い
て
、
平
成
24
年

度
栃
木
県
教
育
功
労
者
、
優

良
学
校
お
よ
び
優
良
団
体
の

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
に
お
い
て
は
、
多

年
に
わ
た
る
社
会
教
育
活
動

が
認
め
ら
れ
、
教
育
功
労
者

と
し
て
前
社
会
教
育
委
員
長

の
伊
澤
勝
彦
氏
が
、
優
良
団

体
と
し
て
石
橋
地
区
子
ど
も

会
育
成
会
連
絡
協
議
会
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

レ
ス
リ
ン
グ
で

大
活
躍
！

　

７
月
22
日
㈰
か
ら
24
日
㈫

ま
で
国
立
代
々
木
競
技
場
第

一
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
29

回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
で
下
野
サ
ン

ダ
ー
キ
ッ
ズ
レ
ス
リ
ン
グ
に

所
属
す
る
市
内
小
学
生
の
二

人
が
見
事
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
女
子
の
部
５
年
生
36
㎏
級

　

第
２
位　

高
山
凜
子
（
細

谷
小
）

▼
女
子
の
部
３
年
生
30
㎏
級

　

第
３
位　

柳
田
紗
那
（
石

小
）

エ
ゴ
マ
油
の
灯
明
で

コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
29
日
㈯
、
下
野
薬
師

寺
跡
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

で
、
エ
ゴ
マ
灯
明
の
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
下
野
薬
師
寺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
準

備
し
た
エ
ゴ
マ
の
油
の
灯
明

の
な
か
、
六
角
堂
に
て
、
オ

カ
リ
ナ
奏
者
・
岡
部
洋
一
氏

に
よ
る
演
奏
や
、
国
分
寺
公

民
館
に
て
活
動
を
し
て
い
る

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
う
た

よ
み
カ
ン
タ
」
の
方
々
に
よ

る
歌
の
発
表
や
、
安
国
寺
本

堂
に
て
住
職
に
よ
る
釈
迦
誕

生
の
法
話
な
ど
、
参
加
者
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
楽

し
み
ま
し
た
。

「
中
学
生
の

一
日
人
権
擁
護
委
員
」

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

10
月
13
日
㈯
道
の
駅
し
も

つ
け
に
お
い
て
、「
中
学
生

の
一
日
人
権
擁
護
委
員
」
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
中
学
生
に
人

権
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
・

栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

の
主
催
に
よ
り
、
下
野
市
・

壬
生
町
の
中
学
生
、
計
15
名

が
「
一
日
人
権
擁
護
委
員
」

を
委
嘱
さ
れ
、
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
意
見
発
表
会
、
ま

た
啓
発
活
動
に
参
加
し
、
よ

り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け

活
動
し
ま
し
た
。

Shimotsuke
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市
で
は
「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
計

画
」
を
基
に
、
市
役
所
内
で
組
織
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
の
ほ

か
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
内
中
学

生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
及
び
市
民
説
明
会
に
よ
り
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
の
設
計
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
事
項
を
整
理
し
た
「
下
野

市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
新
庁
舎
建
設
の
計
画
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果
』

○
意
見
の
募
集
期
間

　

7
月
18
日
㈬
〜
8
月
13
日
㈪

○
意
見
の
応
募
及
び
件
数

　

応
募
者
数
及
び
件
数

　

3
人
、
7
件

『
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
』

　

7
月
22
日
㈰
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
ゆ
う
館
会
議
室
に
お
い
て
市
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
で
は
「
基
本
設
計
（
案
）」

に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
と
概
要
を

市
民
の
皆
様
に
直
接
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の

貴
重
な
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※
「
下
野
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
説
明

書
」
の
全
文
、「
下
野
市
新
庁
舎
建
設
基

本
設
計
説
明
書
（
案
）」
に
寄
せ
ら
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご
意
見
・
ご
提

言
）
に
対
す
る
市
の
考
え
方
及
び
市
民
説

明
会
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

庁
舎
建
設
準
備
室
☎（
40
）５
５
６
８

「
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
」を
策
定
し
ま
し
た

新庁舎建設基本設計

新庁舎イメージ図

ロータリー・車寄せ
（市民・タクシー）

車寄せ

職員用車出入口

■新庁舎
・地上4階建、地下階なし
・免震構造、鉄筋コンクリート造
・建築面積　約3,838㎡
・延床面積　約9,729㎡
・各階の主な構成
4F　議会部門
3F　一般執務室、教育長室
2F　一般執務室、市長室
1F　窓口部門

■付属棟
・地上1階建、地下階なし
・耐震構造、鉄骨造
・建築面積　約1,240㎡
・延床面積　約1,052㎡
・公用車車庫等

■駐車場・駐輪場
・駐車場　390台程度
・駐輪場　100台程度

・市民に開かれ、親しまれる庁舎

・災害時に防災指揮と救援活動の拠点となる高機能防災庁舎

・下野市の風土と庁舎機能の特性に合う環境配慮型庁舎

・下野市の歴史と風土を継承するデザイン

計画概要

配置計画

設計主旨・コンセプト

Shimotsuke
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地産地消だより　下野市地産地消推進協議会

11月18日㈰に市内3箇所で農業祭を開催します
地元農産物を販売するほか、催し物も盛りだくさん！ お楽しみに

地産地消だより

か
ん
ぴ
ょ
う
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

で
古
山
小
学
校
の
保
坂
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
受
賞

　

栃
木
県
に
か
ん
ぴ
ょ
う
が
伝

来
し
て
３
０
０
年
の
記
念
と
し

て
、
か
ん
ぴ
ょ
う
を
題
材
に
し

た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
３
５
７
点
あ
り
、

か
ん
ぴ
ょ
う
む
き
体
験
を
し
た

作
品
や
ゆ
う
が
お
畑
の
景
色
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
に
審
査
会
を
壬
生

町
中
央
公
民
館
で
実
施
し
た
結

果
、
古
山
小
学
校
３
年
生
の
保

坂
芽
吹
さ
ん
が
最
優
秀
賞
の
栃

木
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
10
月
20
〜
21
日

に
県
庁
で
開
催
さ
れ
る
「
と
ち

ぎ
〝
食
と
農
〞
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ア
」（
県
庁
15
階
ホ
ー
ル
）
で

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
48
）２
１
４
３

■コンクール市内受賞者（敬称略）

賞　名 氏　名
最優秀賞
（県知事賞）

保坂　芽吹（古山小3年）

優秀賞 坂　颯太朗（薬師寺小2年）
優良賞 石井　愛美（国分寺東小2年）

木村　日南（薬師寺小4年）
福田　悠乃（緑小5年）
松橋　遊亀（祇園小3年）
野沢　百香（国分寺小4年）
髙山　紘誠（石橋小3年）
山村　純矢（祇園小5年）

最優秀賞「まごといっしょうにかんぴょうむき」

Shimotsuke
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国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

■
老
齢
基
礎
年
金
繰
り
上
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か

ら
受
け
取
る
の
が
基
本
で
す
が
、本
人
が
希

望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
で
も
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、受
け
取
る
年
金

額
が
65
歳
か
ら
受
け
始
め
る
年
金
額
に
比

べ
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
率
は
、受
給
を
希
望
し
請
求
し
た
月

か
ら
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
の
月
数

に
応
じ
て
1
か
月
減
る
ご
と
に
0
．5
％
ず

つ
低
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、繰
り
上
げ
の
請
求
を
行
う
月
に

よ
っ
て
減
額
率
は
異
な
り
ま
す
。な
お
、減

額
は
一
生
続
き
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　

年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
を
裁
定
請
求

と
い
い
、国
民
年
金
の
裁
定
請
求
の
手
続
き

は
、市
区
町
村
役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口

（
第
3
号
被
保
険
者
期
間
が
あ
る
場
合
は
年

金
事
務
所
）で
行
い
ま
す
。

■
繰
り
上
げ
受
給
の
注
意
点

　

繰
り
上
げ
受
給
を
す
る
と
い
く
つ
か
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。十
分
理
解
し
た
う
え
で
繰
り
上
げ
受
給
を
す
る
か
ど
う

か
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
表
中
の
金
額
は
、受
給
開
始
年
齢
到
達
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属
す

る
月
）に
繰
り
上
げ
請
求
し
た
減
額
率
に
よ
り
計
算
し
て
い
ま
す
。

※
実
際
に
は
、請
求
し
た
月
に
応
じ
て
、次
の
式
で
計
算
さ
れ
た
減
額

率
に
よ
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
率
＝
0
．5
％
×
繰
り
上
げ
請
求
月
か
ら
65
歳
に
な
る
月
の
前

月
ま
で
の
月
数

①
繰
上
げ
の
請
求
を
し

た
場
合
は
、裁
定
の
取

り
消
し
や
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

②
請
求
時
の
年
齢
に
応

じ
て
年
金
額
が
減
額
さ

れ
、一
生
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

③
繰
り
上
げ
受
給
後

は
、65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
て
も
、原
則
と

し
て
障
害
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

④
繰
り
上
げ
受
給
後
に

遺
族
年
金
等
が
発
生
し

た
場
合
は
、65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
、老
齢
基

礎
年
金
と
遺
族
年
金
の

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。65
歳
か
ら
は
両
方

支
給
さ
れ
ま
す
が
、老

齢
基
礎
年
金
は
減
額
支

給
の
ま
ま
で
す
。

⑤
寡
婦
年
金
を
受
け
る

権
利
が
な
く
な
り
ま

す
。

⑥
国
民
年
金
の
任
意
加

入
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
老
齢
基
礎
年
金
繰
り
下
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、本
人

が
希
望
す
れ
ば
66
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
希

望
す
る
と
き
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、受
け
取
る
年
金

額
が
65
歳
か
ら
受
け
始
め
る
年
金
額
に
比

べ
増
額
さ
れ
ま
す
。増
額
率
は
、65
歳
に

な
っ
た
月
か
ら
繰
り
下
げ
の
申
し
出
を

行
っ
た
月
の
前
月
ま
で
の
月
数
に
応
じ
て

1
か
月
増
す
ご
と
に
0
．7
％
ず
つ
高
く

な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、繰
り
下
げ
の
請
求
を
行
う
月

に
よ
っ
て
増
額
率
は
異
な
り
ま
す
。た
だ

し
、昭
和
16
年
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

は
、66
歳
で
受
け
取
り
始
め
た
場
合
は

12
％
、67
歳
で
は
26
％
、68
歳
で
は
43
％
、

69
歳
で
は
64
％
、70
歳
で
は
88
％
の
増
額

と
な
り
ま
す
。

■老齢基礎年金繰り上げ受給総額（累計額）
（20歳から60歳まで40年間保険料を納めて、65歳からの年金額を満額786,500円受け取るものと
して計算しています。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：円

受給開
始年齢
受給開
始年齢

累計額

60歳時

61歳時

62歳時

63歳時

64歳時

65歳時

70歳時

75歳時

80歳時

550,550

1,101,100

1,651,650

2,202,200

2,752,750

3,303,300

6,056,050

8,808,800

597,740

1,195,480

1,793,220

2,390,960

2,988,700

5,977,400

8,966,100

644,930

1,289,860

1,934,790

2,579,720

5,804,370

9,029,020

692,120

1,384,240

2,076,360

5,536,960

8,997,560

739,310

1,478,620

5,175,170

8,871,720

786,500

4,719,000

8,651,500

11,561,550 11,954,800 12,253,670 12,458,160 12,568,270 12,584,000

60歳
(70％)

61歳
(76％)

62歳
(82％)

63歳
(88％)

64歳
(94％)

65歳
(100％)

○昭和16年4月2日以降に生まれた方
支給の繰り下げを
申し出た日の年齢 受取率

65歳 100％

70歳0か月～ 142％

108.4％～116.1％66歳0か月～
66歳11か月

116.8％～124.5％67歳0か月～
67歳11か月

125.2％～132.9％68歳0か月～
68歳11か月

133.6％～141.3％69歳0か月～
69歳11か月

国民年金だより

Shimotsuke
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あなたの税が未来を拓く
市町村税徴収強化月間2012冬

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
に
伴

う
市
税
の
徴
収
強
化
を
実
施

　

市
で
は
、自
主
財
源
の
更
な
る
確
保

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、徴
収
強

化
月
間
に
併
せ
て
管
理
職
に
よ
る
滞
納

市
税
の
訪
問
徴
収
を
、次
の
期
間
実
施

し
ま
す
。

　

11
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ

　

☎（
40
）５
５
５
４

■滞納すると差押処分を受けます!!

■滞納による差し押え処分の一例
下野市で実施した自動車のタイヤロック。
その後、この自動車をインターネット公売にて売却
し、税に充当しました。

■県下一斉の取り組み
　納税の公平と税収の確保を図るため、11～12月を「市
町村税徴収強化月間2012冬」として、栃木県との協働に
より、県下一斉に徴収の強化に取り組みます。
■納期内に自主的な納付を
　市が提供する様々なサービスは、市税が主な財源の一
つです。市税の滞納は、市の財政を圧迫し、市民サービス
に支障をきたすことになりかねません。そして何より、
納期内に税金をきちんとお納めいただいている大多数
の皆様との公平性を著しく欠くことになります。皆様の
自主的な納税をお願いいたします。
■事情がある場合は相談を
　病気や失業など、やむを得ない理由で一時的に税金を
納期内に納めることが困難な方は、生活状況等の詳細を
お聞きしたうえで、徴収の猶予などを出来る場合があり
ますので、そのまま放置せず、納期内にまずはご連絡を
お願いいたします。

　【納税・滞納処分Ｑ＆Ａ】 よくあるお問い合わせ
　　借金があるから税金が払えません。
　　個人の債務（住宅や車のローンなど）がある方は、
つい個人債務の返済を優先しがちですが、個人の債務
は、何かしら（住宅や車、物、サービス等）を得た対価と
して、債務を負ったものであるのに対して、税金は憲
法に定められた「納税の義務」により、皆様が等しく義
務を負うものですから、当然、納税を優先しなければ
なりません。また、法律によって、税金は全ての債務
（借金含む）に優先すると定めてありますので、個人債
務は滞納の理由として認められません。（地方税法第
14条）
　　いきなり差し押えされた。あんまりではないか。
　　税は納期内納付が原則です。督促状発送日から10
日を経過した日までに完納しない時は「差し押えをし
なければならない」と法律に定められています。また、
督促状等にもその旨が明示してあります。（地方税法
第331条）
　　個人の財産を勝手に調べて差し押えされた。プラ
イバシーの侵害ではないか。
　　税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づ
き財産すべてに対する調査権限が発生します。この権
限により調査を受けた金融機関や勤務先等の関係機
関は、調査に協力しなければなりません。また、財産の
調査は、個人情報保護法に一切抵触しません。
　　小額滞納でも差し押えはするの？
　　金額の大小に関わらず差し押え等は行います。
「小額の滞納だから差し押えられないはず…」といっ
た考えはお止めください。

Q1
A1

Q2
A2

Q3

A3

Q4
A4

差し押えまでの流れ

20日以内　　（地方税法第329条等）

給料・年金・預貯金・生命保険・自動車・不動産・
動産（美術品・貴金属・電化製品　等）
※給料・財産等の調査・差し押えは予告なく実施します。

納期限

完納 未納

10日経過　　（地方税法第331条等）

督促状送付（督促手数料100円がつきます。）

差　押

税徴収

Shimotsuke
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問い合わせ先 社会福祉課 52-1112

各種医療費助成制度Ｑ＆Ａ 助成を受けるには、あ
らかじめ登録手続き
が必要になります。
不明な点はご相談く
ださい。

市では、各種医療費助成制度を行っています。今回は、医療費制度に
関するよくあるご質問をご紹介します。
各種医療費助成の受給資格、登録申請の場所、必要なものは？
次のとおりです。

Q
A

Q
A

Q
A

Q

A

Q
A

助成制度名称
こども

医療費助成制度

妊産婦
医療費助成制度

ひとり親家庭
医療費助成制度

重度心身障がい者
医療費助成制度

受給資格等 登録申請の場所手続きに必要なもの

母子手帳交付月の初日から出
産（死産・流産）した月の翌月末
まで

18歳到達後、最初の3月31日ま
での子を扶養するひとり親家
庭の親と子（※所得制限があり
ます）

①身体障がい者手帳1・2級の方
②療育手帳A1・A2の方
③身体障がい者手帳3・4級かつ
知能指数50以下の重度障がい
の方
④知能指数35以下の方

お子様の出生日（または転入
日）から15歳到達後、最初の3月
31日（中学校卒業）まで

①印鑑　②健康保険証　③母子
手帳　④預金通帳（原則、妊産婦
ご本人の名義）

①印鑑　②健康保険証（対象者全
員分）　③預金通帳（お子様を扶
養している方の名義）　④児童扶
養手当証書・遺族年金証書のうち
受給しているもの　⑤所得証明
書（転入された方）
①印鑑　②身体障害者手帳また
は療育手帳　③健康保険証
④預金通帳（原則ご本人の名義）

①印鑑　②お子様の健康保険証
③預金通帳（お子様を扶養してい
る方の名義）

●健康増進課（きらら
館、ゆうゆう館）
●社会福祉課（健康増進
課での申請で書類が不
足した場合）
社会福祉課（石橋庁舎）

社会福祉課（石橋庁舎）

●社会福祉課（石橋庁舎）
●市民課（国分寺庁舎、南
河内図書館）

　助成の対象となるものを教えてください。
　①病院・薬局で支払った保険診療の自己負担金から、
　　高額療養費や加入されている健康保険組合等にお
　　ける附加給付金を差し引いた金額（予防接種代や
　　証明書発行代は対象外）
　　※3歳未満のお子様は、県内の医療機関に限り窓口
　　での保険診療分の自己負担を支払わずに受診でき
　　ます。
　②整骨院での施術代
　③補装具を作った際の費用
　・治療用装具（関節用装具、コルセット等）
　・小児弱視等の治療用眼鏡及びコンタクトレンズ

　助成金の申請はどこでできますか？
　申請は以下の場所で行うことができます。
　・社会福祉課（石橋庁舎）
　・市民課（国分寺庁舎・南河内図書館）

　助成金の申請はどのように行いますか？
　領収書の原本（受診者名、診療点数、負担割合が記載
　されているもの）、印鑑、受給者資格証、医療費助成申
　請書を医療機関ごとに1枚ずつご記入のうえ、窓口に
　提出してください。
※領収書は診療月の翌月初日から1年以内のものに限
　ります（平成24年11月受診分は、平成24年12月から平
　成25年11月の間に申請してください）。
※整骨院施術代の領収書で診療点数、負担割合が記載
　されていない場合は、助成申請書中段の「医療機関記
　入欄」を受診した医療機関で記入してもらったうえ
　で申請してください。
※補装具を作った場合、加入保険者に申請し「療養費支
　給決定通知書」を発行してもらったうえで、支給決定
　通知書の写しと領収書の写しを添付して申請してく
　ださい。

　県外の医療機関を受診しました。助成の対象となり
　ますか？
　対象となります。上記Q&Aと同様に助成申請書で市
　に申請してください。

医療費助成制度

Shimotsuke
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14



学
童
期
の
発
達
課
題

【　

低
学
年　

】

　

学
校
や
地
域
で
の
生
活
を
通
し
て
、
社

会
的
な
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
集
団
生
活
へ

の
適
応
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
課
題
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・ 

聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、
計
算

す
る
な
ど
基
礎
的
な
学
習
能
力
を
向

上
さ
せ
る
。

・ 

集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
友
達
な
ど
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、

自
己
統
制
を
覚
え
る
。

・ 

公
共
の
交
通
機
関
の
利
用
や
、
買
い

物
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
的
な
習
慣
や

マ
ナ
ー
を
学
ぶ
。

・ 

友
達
と
親
し
い
関
係
を
も
て
る
よ
う

に
な
る
。

　

認
知
の
偏
り
、
対
人
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
さ
が
あ
る
と
、
こ
れ

ら
一
つ
一
つ
の
課
題
を
達
成
さ
せ
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
正
し
い

理
解
と
適
切
な
支
援
に
よ
っ
て
、
成
長
を

促
し
困
難
さ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

支
援
の
手
立
て
の
基
本

【　

安
心
し
て
課
題
に
取
り
組
め
る
環
境
の

設
定　

】

　
「
で
き
た
」「
も
っ
と
や
って
み
よ
う
」
と
い

う
気
持
ち
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
落
ち
着
い
て
課
題
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
、
温
か
く
支
援

し
て
も
ら
え
る
協
力
関
係
な
ど
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

【　

課
題
の
分
析
と
評
価　

】

　

難
し
い
と
思
わ
れ
る
課
題
で
あ
っ
て
も
、

手
順
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
と
達
成
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
課
題
達
成
へ
の
道

筋
を
考
え
段
階
的
に
示
す
こ
と
は
効
果
的

で
す
。

　

ま
た
、
課
題
達
成
に
必
要
な
力
を
「
わ

か
る
（
知
識
）」「
で
き
る
（
技
術
）」「
か

か
わ
る
（
社
会
性
）」
に
分
け
て
評
価
し
、

つ
ま
ず
き
を
克
服
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・ 

課
題
例「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
参
加
で
き
る
」

　

知
識
：
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

技 

術
：
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
、
受
け
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

　

社 

会
性
：
ボ
ー
ル
を
当
て
ら
れ
て
も
泣
い

た
り
怒
っ
た
り
せ
ず
楽
し
め
ま
す
か
？

【　

高
学
年　

】

　

主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
社
会

的
生
活
能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

社
会
の
成
員
と
し
て
の
認
識
を
高
め
る
こ

と
が
ね
ら
い
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の

課
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

・ 

学
習
し
た
も
の
を
生
活
の
場
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
。

・ 

自
己
統
制
力
を
高
め
、
他
の
人
と
協

調
し
て
課
題
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を

学
ぶ
。

・ 

い
た
わ
り
、
慰
め
、
励
ま
し
な
ど
、

他
者
へ
の
情
緒
的
な
関
わ
り
が
も
て

る
よ
う
に
な
る
。

・ 

社
会
的
な
マ
ナ
ー
を
獲
得
し
、
場
に

ふ
さ
わ
し
い
行
動
が
で
き
る
。

・ 

小
遣
い
で
金
銭
管
理
を
学
習
す
る
。

・ 

家
事
を
手
伝
う
こ
と
で
生
活
能
力
を

高
め
る
。

支
援
の
ポ
イ
ン
ト

【　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

】

◇ 

一
方
的
に
自
分
の
関
心
の
あ
る
こ
と
を

話
し
て
し
ま
い
ま
す
。

↓ 

相
手
の
話
も
聞
き
、
交
互
に
話
す
こ

と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

◇ 

話
し
言
葉
は
消
え
て
し
ま
う
の
で
、
理
解

す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

↓ 

絵
や
図
、
文
字
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な

ど
の
視
覚
的
な
手
が
か
り
を
用
い
て

伝
え
ま
し
ょ
う
。

◇ 

相
手
の
言
っ
た
言
葉
の
裏
に
あ
る
気
持

ち
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

友
達
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

↓ 

友
達
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
言
っ

た
の
か
を
教
え
、
誤
解
し
た
り
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【　

か
ん
し
ゃ
く
・
パ
ニ
ッ
ク　

】

◇ 

感
覚
の
過
敏
さ
に
よ
る
不
快
感
や
、
状

況
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
、
先
の
見
通

し
が
も
て
な
い
不
安
感
か
ら
、か
ん
し
ゃ

く
や
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

↓ 

安
全
に
気
を
つ
け
、
気
持
ち
が
落
ち

着
く
ま
で
は
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

↓ 

原
因
が
わ
か
る
場
合
は
、
そ
の
原
因

と
な
る
も
の
を
取
り
除
き
、
今
後

イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う

に
行
動
し
た
ら
よ
い
の
か
を
教
え
ま

し
ょ
う
。

↓ 

活
動
の
予
測
や
状
況
の
理
解
が
で
き
る

よ
う
に
伝
え
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

特

別支
援教育

推進を目指して特

別支
援教育

推進を目指

のびのび輝く
下野の子
のびのび輝く
下野の子
のびのび輝く
下野の子

してして

　　

　

小学校
（学童期）

特
性
に
合
わ
せ
た
配
慮
が
必
要
で
す

　
下
野
市
で
は
、学
校
、保
護
者
、関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
、児
童
生
徒
の
個
々
の
特

性
に
応
じ
た
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
、子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
が「
の
び
の
び
輝
く
下
野

の
子
」に
育
つ
よ
う
、『
特
別
支
援
教
育
推
進

計
画
』の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
下
野
市
の
特
別
支
援
教
育
の
情
報
を
シ

リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

のびのび輝く下野の子

Shimotsuke
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子
育
て
へ
の
支
援
　

〜
妊
娠
・
出
産
か
ら
産
後
の
育
児
へ
〜 

児童虐待の定義とは・・・
児童虐待とは、

【身体的虐待】 殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる など

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など

家の中に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置す
る、重い病気になっても病院に連れて行かない など

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメスティック・バイオレンス：DV） など

【性 的 虐 待】

【ネグレクト】

【心理的虐待】

　
「
児
童
虐
待
」と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
見
た
り
聞
い
た
り

す
る
と
、特
別
な
事
件
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、虐
待
は
皆
さ
ん

の
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る
行
為
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
深
刻
な
社
会
問
題
で
、そ
の
相
談
件
数
は
年
々
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。市
へ
の
虐
待
相
談
で
は
、特
に
養
育
の
怠
慢
及

び
放
置（
ネ
グ
レ
ク
ト
）が
増
加
し
て
お
り
、平
成
23
年
度
に
は
全
体
の
約

46
%
を
占
め
ま
し
た
。

　

市
で
は「
児
童
の
生
命
及
び
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
す
る
」こ
と
を

基
本
に
、虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
る
深
刻
化
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
方
か
ら
の
通
告
や
、自
分

の
行
っ
て
い
る
こ
と
は
虐
待
で
は

な
い
か
と
悩
ん
で
い
る
保
護
者
な

ど
か
ら
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。通
告
や
相
談
か
ら
家
庭
へ
の

「
支
援
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

家
庭
相
談
員
や
保
健
師
が
市
内

の
保
育
園
や
幼
稚
園
、学
校
、学
童

保
育
室
、児
童
館
な
ど
に
出
向
き
、

虐
待
の
防
止
と
早
期
発
見
、早
期
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
民
生
委

員
、主
任
児
童
委
員
、学
校
、医
療
機

関
、児
童
相
談
所
、警
察
、健
康
増
進

課
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る

「
下
野
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
」と
連
携
し
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

〇
子
ど
も
が
…

･
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

･
衣
服
や
家
が
極
端
に
不
衛
生

･
頻
繁
に
傷
や
ア
ザ
が
で
き
る

･
服
に
隠
れ
て
い
る
場
所
や
顔
に

傷
や
ア
ザ
が
あ
る

･
子
ど
も
だ
け
で
長
時
間
過
ご
し

て
い
る

〇
親
が
…

･「
子
ど
も
を
甘
や
か
す
の
は
よ
く

な
い
」と
強
調
す
る

･
親
の
怒
鳴
り
声
、叱
り
つ
け
る
声

な
ど
が
聞
こ
え
る

･
親
族
や
地
域
と
交
流
が
な
い

･
家
庭
内
で
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴

力（
D
V
）が
あ
る

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

☆みんなで
守ろう！
子どもの
笑顔☆

相
談
か
ら
支
援
へ

地
域
と
の
連
携

　

本
年
８
月
、児
童
自
立
支
援
施
設

国
立
き
ぬ
川
学
園
の
職
員
を
講
師

に
招
き
、児
童
虐
待
防
止
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。市
民
の
方
約
１
５

０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の
11

月
は
、オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、天
平
の
芋
煮
会
、

産
業
祭（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）、し
も

つ
け
ふ
く
し
フ
ェ
ス
タ
で
の
啓
発

用
品
配
布
、Ｊ
Ｒ
３
駅
等
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
の
啓
発
コ
ン
テ

ン
ツ
放
映
、市
全
職
員
の
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
着
用
、各
庁
舎
で
の
の
ぼ
り

旗
設
置
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

市
の
P
R
活
動

　

育
児
ス
ト
レ
ス
が
児
童
虐
待
の

大
き
な
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、健
康
増
進
課
で
は
、

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
す
べ
て

の
妊
婦
か
ら
育
児
へ
の
不
安
や
支

援
者
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、必
要
に

応
じ
て
保
健
師
が
妊
婦
訪
問
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、特
に
出
産
前
か
ら
の
支
援

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
に
つ

い
て
は
、関
係
機
関
と
連
携
し
、安

心
し
て
出
産
に
臨
め
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

出
産
後
の
育
児
不
安
や
孤
立
化

を
防
ぐ
た
め
、生
後
４
か
月
ま
で
の

乳
児
全
戸
訪
問（
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、必
要
に
応
じ
て
保
健
師
や
ヘ

ル
パ
ー
が
継
続
的
に
訪
問
し
、育
児

ス
ト
レ
ス
軽
減
の
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。

育
児
へ
の
不
安
軽
減

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課（
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
）

児
童
福
祉
課（
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

子
育
て
の
相
談

虐
待
に
気
づ
く
き
っ
か
け
は

☎（
52
）1
1
1
6

☎（
52
）1
1
1
4

☎（
43
）1
2
3
3

☎（
48
）5
5
3
0

オレンジリボン

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.11
16



とても有効 

　
あ
な
た
の
勇
気
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い

ま
す
。ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
福
祉
課
　

☎（
52
）1
1
1
4

受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

栃
木
県
県
南
児
童
相
談
所

☎
0
2
8
2（
24
）6
1
2
1

受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
2
8（
6
6
5
）3
6
7
7

受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日

午
後
5
時
15
分
〜
午
前
8
時
30
分

土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
：
24
時
間

受
付
時
間
／
年
中
無
休
：
24
時
間

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

虐待かも? 通告する！は国民の義務です▶▶▶

▶▶▶

▶▶▶

虐待ではなかったとしても、
通告者に責任はありません

確信がなくても「もしかして」「～な気がする」なら
ご連絡ください。

▶▶▶ しつけと虐待は違います！
叩いて叱る、怒鳴る、家の外に出す、罰として食事
を与えないなどは、子どもの心身に痛みを与える
有害な行為であり、しつけではありません。
「虐待」の可能性があります。

▶▶▶ 通告者が誰であるかを
知らせることはありません

「ご近所の方」や「お隣の方」など特定されるかもし
れない内容は伝えません。
通告は匿名でもかまいません。

でも、もし間違いだったら
悪い気がするし…。

ご近所だから、トラブルになったら嫌だわ…。
私が言いつけたってわかっちゃうよねぇ。

しつけのために叩いて
いるんだろう。
家族の考え方なら
しょうがないよ…。

〇家庭相談員や保健師等が責任をもって調査・対応します
〇親を責めるのではなく、子育ての支援が始まります
〇通告や市の調査によって虐待の悪化がないように、慎重に調査をして対応します
〇通告した方の情報はもちろん、その家庭の情報は個人情報保護制度により守られます

通告後、子どもと親はどうなるの？　親が怒って虐待がエスカレートしないの？

児童虐待は親だけの問題ではありません児童虐待は親だけの問題ではありません
親も自分自身の苦しさに気付かないことがあります。

近隣からの通告や相談は、虐待の解決にとても有効 です。
手遅れになる前に、ためらわずご連絡ください。

虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

ご自身が出産や
子育てに悩んだら。

子育てに悩む
親がいたら。

児童相談所（全国共通ダイヤル）や市町村の窓口へ連絡・相談ください。

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

虐 待 と 思っ た ら す ぐ お 電 話 を

児童相談所
全国共通
ダイヤル0570-064-000
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「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ

　
　
　
ス
タ
イ
ル
講
座

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

申し込み
ＱＲコード

ヘルシーランチの試食

　

子
育
て
…
仕
事
…
家
事
…

　

日
頃
、頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ

の
ご
ほ
う
び
と
し
て
、お
い
し
い

食
事
を
し
な
が
ら
、内
側
か
ら
自

分
を
見
つ
め
な
お
し
て
健
康
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
市
民
の
女
性

■
内
　
容

　

ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代　

こ
れ
か

ら
ど
う
生
き
て
い
く
？

･
し
な
や
か
な
美
し
い
カ
ラ
ダ

作
り（
ピ
ラ
テ
ィ
ス
）

･
頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ
の
ご

褒
美
♪
ラ
ン
チ
の
試
食

■
時
　
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

　

受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜
10
時

■
持
ち
物

　

米
１
合
、運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル（
運
動
時
）、飲
み
物（
運

動
時
の
水
分
補
給　

水
ま
た
は

お
茶
）

■
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、は

じ
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、ど

う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

を
利
用
し
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い

て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　

11
月
22
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜
10
時
）

■
実
施
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

　

生
後
6
〜
7
か
月
児（
平
成
24

年
4
月
、5
月
生
）を
持
つ
保
護
者

■
定
　
員　

約
20
名

■
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
、Q
R
コ
ー
ド
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間

　

10
月
25
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈭

■
持
ち
物
　
特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
内
　
容

･
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ
て

自
分
･
家
族
の
食
事
チ
ェッ
ク

（
調
理
は
し
ま
せ
ん
）

･
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の

取
り
分
け
の
工
夫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

精
神
疾
患
に
よ
る
つ
ら
さ
・
悩
み

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
ご
本

人
・
ご
家
族
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

　

12
月
25
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

　
（
月
１
回
開
催
予
定
）

■
場
　
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
　
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

☎（
52
）１
１
１
２

☎（
52
）１
１
１
6

☎（
52
）１
１
１
6

･
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
お
弁
当
の
試
食

2月20日（水）
(2月13日（水）)

12月12日（水）
(12月5日（水）)

きらら館

日にち
(申込締切日)

申し込み用
QRコード実施場所

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
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食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
主
催「
メ
タ
ボ
予
防

教
室
」参
加
者
募
集
の

お
知
ら
せ

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン（
運

動
教
室
）エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
参
加
者
募
集

12
月
１
日
は
世
界

　
　

エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が

11
月
1
日
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す

　

地
域
で
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
食
生
活

改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

が
メ
タ
ボ
予
防
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

基
本
と
な
る
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
と
生
活
習
慣
を
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
程

　

11
月
11
日
㈰

　

南
河
内
公
民
館（
調
理
室
）

■
時
　
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

■
内
　
容

　
《
講
話
》メ
タ
ボ
、肥
満
予
防
の

生
活
習
慣
、生
活
習
慣
の
改
善
に

つ
い
て

　
《
調
理
実
習
》メ
タ
ボ
予
防
の

食
事

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

11
月
8
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
事
務
局（
健
康
増
進
課
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

栃
木
県
で
実
施
さ
れ
た
、県
民

健
康
・
栄
養
調
査
結
果
に
よ
る
と

栃
木
県
人
で
運
動
習
慣
の
あ
る

人（
週
2
日
以
上
、1
回
30
分
、1

年
以
上
継
続
し
て
い
る
人
）の
割

合
は
、男
女
と
も
20
％
程
度
で
、

全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
す
。生
活
習
慣
病
予
防
の
効

果
は
、身
体
を
動
か
す（
運
動
の
）

強
さ
と
時
間
に
従
っ
て
上
昇
す

る
と
い
わ
れ
、適
度
な
運
動
は
、

食
生
活
と
並
ん
で
健
康
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」を
目
標
に
、積
極
的
に
運
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
　
時

　

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

　

11
月
29
日
㈭
、12
月
14
日
㈮
、

1
月
11
日
㈮
・
25
日
㈮
、2
月
8

日
㈮
・
19
日
㈫
、3
月
14
日
㈭
・
21

日
㈭

※
全
８
回
コ
ー
ス
で
す

■
対
象
者

①
40
才
以
上
で
特
定
健
康
診
査

（
健
診
）を
受
診
し
た
方

②
健
康
増
進
事
業
を
受
け
た
方

　
「
メ
タ
ボ
予
防
教
室
」、「
糖
尿

病
予
防
教
室
」、「
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
講
座
」な
ど

■
募
集
人
数

　

約
30
名

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
場
　
所

　

下
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

き
ら
ら
館　

検
診
室　

住
所
：

下
野
市
下
古
山
1
2
2
0

■
持
ち
物

　

運
動
可
能
な
服
装
、屋
内
用
運

動
靴
、タ
オ
ル
、飲
み
物（
水
か
お

茶
）

■
参
加
費　

無
料

■
内
　
容　

血
圧
測
定（
実
施
開

始
前
後
）・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ス
ト

レ
ッ
チ

■
備
　
考

　

高
血
圧
の
方
・
運
動
に
つ
い
て

制
限
の
あ
る
方
は
健
康
増
進
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
休
日
検
査
を
行
い
ま
す
。無

料
・
匿
名
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

■
日
　
時　

12
月
１
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　

※
予
約
不
要

■
場
　
所

　

栃
木
県
小
山
庁
舎
２
階

　
（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

■
内
　
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
希
望
に
よ
り
、

梅
毒
検
査
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
原
検

査
・
淋
菌
抗
原
検
査
、Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
も
同
時
に

受
け
ら
れ
ま
す
）

■
検
査
結
果

　

即
日（
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、淋
菌
、Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
は
後
日
）

※
感
染
が
疑
わ
れ
る
出
来
事
が

あ
っ
た
日
か
ら
、12
週
間
以
上

経
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

※
毎
週
水
曜
日（
受
付
：
午
後
１

時
〜
２
時
）に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
性

感
染
症
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

感
染
症
予
防
担
当

　

☎（
22
）１
２
１
９

　
平
成
24
年
8
月
1
日
生
ま
れ

以
降
の
方
は
、四
種
混
合（
百
日

せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
ポ

リ
オ
）で
の
接
種
と
な
り
ま
す
の

で
、予
診
票
等
を
郵
送
し
ま
し

た
。11
月
以
降
に
出
生
届
を
出
さ

れ
る
方
は
、窓
口
で
配
付
さ
れ
ま

す
。

　

原
則
と
し
て
最
初
に
使
用
し

た
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン（
単

独
ま
た
は
四
種
混
合
）を
最
後
ま

で
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

三
種
混
合
と
ポ
リ
オ
を
1
回

も
接
種
し
て
い
な
い
方
は
四
種

混
合
で
接
種
で
き
ま
す
。

■
対
象
年
齢　

生
後
3
〜
90
月

に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
方

■
標
準
的
な
接
種
期
間
・
接
種
間

隔
は
、予
診
票
と
同
封
の
説
明
書

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

☎（
52
）1
1
1
6

☎（
52
）1
1
1
6
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■平成23年度のがん検診の状況
　検診を受けたことにより、がんの
早期発見につながっています。

下
野
市
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

65
歳
以
上
の
方
に
高
齢

者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　

市
に
お
け
る
各
が
ん
検
診
は
、

集
団
検
診
と
医
療
機
関（
個
別
検

診
）の
選
択
方
式
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
医
療
機
関（
個
別
検

診
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
受
診
回
数

　

年
度
内
１
回
で
す
。集
団
健
診

と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
実
施
期
間

　

11
月
30
日
ま
で

　
（
休
診
日
除
く
）

■
実
施
方
法

①
大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問

診
票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。

②
検
査
結
果
は
、後
日
医
療
機
関

で
確
認
し
、結
果
通
知
書
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
集
団
検
診
に
つ
い
て
は
下
野

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
方
に
受
診

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、次
の
と

お
り
追
加
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
追
加
検
診
日
程

　

１
月
29
日
㈫
ゆ
う
ゆ
う
館

　

１
月
31
日
㈭
き
ら
ら
館

･
受
付
時
間
：
午
前
８
時
20
分
〜

午
前
10
時（
７
時
40
分
開
場
）

　

個
別
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

市
内
の
医
療
機
関
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
下
野
市
内
に
住
所
の
あ
る
接

種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の

希
望
者

②
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
疾
患
に
よ
る
障
が

い
者
手
帳
を
保
持
す
る
希
望
者

■
接
種
期
間

　

10
月
１
日
〜
２
月
28
日

■
接
種
回
数

　

公
費
に
よ
る
接
種
は
、1
人
年

１
回

■
自
己
負
担
額

　

１
，５
０
０
円（
接
種
時
に
医

療
機
関
へ
直
接
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。）

■
持
参
す
る
も
の

　

◎
保
険
証

　

◎
障
が
い
者
手
帳（
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
疾
患
に
該
当
す
る

者
）

■
予
診
票
等

　

予
診
票
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
の
説
明
書
は
各
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
。

■
受
託
医
療
機
関
に
つ
い
て
は

9
月
号
広
報
を
ご
覧
に
な
る
か
、

健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
事
情
に
よ
り
、下
野
市
外
の
医

療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、必
ず
事
前
に
健
康
増
進

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
増
進
課
☎（
52
）1
1
1
6

☎（
52
）1
1
1
6

年齢基準…平成24年度（平成24年4月1日～平成25年3月31日）にその年齢に達する人です。

■検診内容

■個別検診医療機関一覧　各医療機関の診察時間に受診してください。

検診名 対象者

医療機関名 ☎ 医療機関名 ☎ 医療機関名 ☎

検査内容

大腸がん 40歳以上 便潜血反応検査（2日法）

前立腺がん 50歳以上
（男性）

血液検査
（PSA腫瘍マーカー検査）

胸部Ⅹ線撮影
（必要に応じて喀痰細胞検査）肺がん 40歳以上

個人負担金 受診時必要なもの

無　料 下野市がん検診受診券、
保険証

石橋総合病院
大栗内科
大柳内科・眼科
角田内科医院
佐藤内科
島田クリニック
新島内科クリニック
ふじたクリニック

53-1134
53-5850
51-2400
53-5665
53-1305
53-8000
53-8820
51-2727

石
橋
地
区

海老原医院
（肺がん検診除く）
岡田医院
小金井中央病院
国分寺さくらクリニック
ことうだ腎クリニック
しもつけ痛みのクリ
ニック（がん検診除く）

44-0021
44-7000
40-0203
44-8345

国
分
寺
地
区

宮澤クリニック
山本整形外科医院
グリーンタウンクリニック
しもつけクリニック
南河内診療所
すずき内科・循環器科
若草クリニック
(肺がん検診除く)

44-3309
44-6820
44-8311
32-6331
47-1070
40-1260

南
河
内
地
区

国
分
寺

44-0163

40-0307 40-0123

検診名 精密検査者数
受診者数

がん
発見数

胃がん 208
2,683 5

肺がん 228
5,840 3

大腸がん 344
6,027 8

超音波＋
マンモグラフィ

201
2,724 5

超音波のみ 23
210 1

子宮頸がん 75
3,066 2

前立腺がん 189
2,240 17

乳
が
ん

(人)
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任
意
予
防
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

　

下
野
市
で
は
次
の
任
意
予
防

接
種
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、対
象
年
齢
内

（
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
は
に
平
成
25
年
3
月
31
日
ま

で
）に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種

･
対
象
年
齢

　

小
学
6
年
生
と
中
学
1
年
生

（
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
）

・
接
種
回
数　

3
回

･
接
種
費
用

　

指
定
医
療
機
関
で
は
、

3
9
円
を
無
料
で
接
種
で
き
ま

す
。

■
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

･
対
象
年
齢

　

生
後
2
か
月
〜
5
歳
未
満

･
接
種
回
数

　

標
準
4
回（
初
回
接
種
年
齢
に

よ
り
接
種
回
数
が
異
な
り
ま

す
。）

･
接
種
費
用

　

指
定
医
療
機
関
で
は
、

2
円
を
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

■
小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

･
対
象
年
齢

　

生
後
2
か
月
〜
5
歳
未
満

･
接
種
回
数

標
準
4
回（
初
回
接
種
年
齢
に
よ

り
接
種
回
数
が
異
な
り
ま
す
。）

･
接
種
費
用

　

指
定
医
療
機
関
で
は
、1
1
，

2
6
7
円
を
無
料
で
接
種
で
き

ま
す
。

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

･
対
象
年
齢　

70
歳
以
上

･
接
種
回
数　

1
回

･
接
種
費
用
助
成　

（
接
種
費
用
の
う
ち
3
，5
0
0

円
を
助
成
し
ま
す
。市
内
の
指
定

医
療
機
関
で
の
接
種
は

0
円
を
引
い
た
額
で
の
お
支
払

い
と
な
り
ま
す
。）

※
市
外
の
医
療
機
関
等
で
接
種

し
た
方（
特
に
、高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
を
市
外
の
入
院
・
入

所
先
な
ど
で
接
種
し
た
70
歳
以

上
の
方
）の
、費
用
の
還
付
は
、接

種
日
よ
り
1
年
以
内
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、お
早
目
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

1
5
，9

8
，8
5

3
，5
0
0
円

☎（
52
）１
１
１
６

3
，5
0

月　　日 受付時間 内　　容 場　　所対　象　者

■内容：　　　　…特定健診・がん検診・ヤング健診　　…リトミック
■場所：　…ゆうゆう館　　…きらら館　　…南河内公民館

■　保健メモ　■　11月号　11月15日→12月14日

特 が ヤ リ
ゆ

南

き 南
• •

特 が ヤ11月15日（木） 8:20～10:00 事前申し込み必要

き11月16日（金） 9:45～10:00 就園前のお子さん

ゆ11月20日（火） 13:00～14:00 平成24年7月生4か月児健診
ゆ11月21日（水） 9:45～10:00 １歳6か月～就園前のお子さん
き

11月26日（月）
8:20～10:00 事前申し込み必要

ゆ13:00～14:00 平成24年1月生9か月児健診

き11月27日（火） 9:45～10:00 8か月～就園前のお子さん

ゆ

11月28日（水）

8:20～10:00 事前申し込み必要（女性限定日）

ゆ12月２日（日） 8:20～10:00 事前申し込み必要
き12月３日（月） 8:20～10:00 事前申し込み必要
ゆ12月４日（火） 13:00～14:00 平成21年9月生３歳児健診

ゆ12月５日（水） 8:20～10:00 事前申し込み必要
ゆ12月７日（金） 9:45～10:00 8か月～1歳6か月のお子さん

き12月10日（月） 9:45～10:00 8か月～就園前のお子さん
ゆ12月11日（火） 13:00～14:00 平成23年5月生1歳6か月児健診

ゆ12月12日（水） 9:45～10:00 平成24年9月生赤ちゃん広場
南12月14日（金） 8:20～10:00 事前申し込み必要

ポピーくらぶ

リポピーくらぶ　

リポピーくらぶ　

リポピーくらぶ　

リポピーくらぶ　

集団健診（　・　・　）

特 が ヤ集団健診（　・　・　）

特 が ヤ集団健診（　・　・　）

特 が ヤ集団健診（　・　・　）

特 が ヤ集団健診（　・　・　）

特 が ヤ集団健診（　・　・　）

特 が ヤ集団健診（　・　・　）

き13:15～13:30 出産予定日が平成25年1月～3月の方
(事前申し込み必要)

フレッシュママ・パパ
教室レッスン2

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
国
分
寺
に
は
奈
良
時
代
に
七
重
塔
が
あ
り
ま
し
た
が
、
高
さ
は
約
１
０
０
ｍ
で
あ
っ
た
。
○
か
×
か
？

問
1　
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◆
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト

　

自
慢
の
わ
ん
ち
ゃ
ん
と
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

・
参
加
定
員
20
名

・
事
前
申
し
込
み
は
環
境
課
☎

（
40
）５
５
５
９
ま
で

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
若
干
名
の
受
付
も
あ

り
ま
す
。）

◆
警
察
犬
の
公
開
訓
練

　

訓
練
の
様
子
を
見
学
で
き
ま

す
。

■
日　

時

　

11
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
（
雨
天
中
止
）

■
場　

所

　

別
処
山
公
園
西
側
駐
車
場

　
（
下
野
市
絹
板
６
１
１
―
１
）

■
催
し
物

◆ 
動
物
健
康
相
談
・
し
つ
け
相

談

　

獣
医
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。

◆
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

狂
犬
病
予
防
注
射
の
大
切
さ

な
ど
。

◆
子
犬
・
子
猫

の
里
親
さ
が
し

　

動
物
友
の
会

に
よ
る
里
親
さ

が
し
。

◆
ワ
ン
ワ
ン
ク

イ
ズ

　

ク
イ
ズ
に
答

え
て
「
お
散
歩

わ
ん
ち
ゃ
ん
バ

ル
ー
ン
」
を
も

ら
お
う
！

◆
盲
導
犬
体
験

◆
記
念
品
配
布

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

守
っ
て
く
だ
さ
い
！　

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー

ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
野
犬
の
苦
情
が
県
動

物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
に
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
リ
ー
ド
が
は
ず
れ
て
し

ま
っ
た
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
鑑
札

や
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
首

輪
に
つ
け
、
綱
（
リ
ー
ド
）
の

点
検
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
こ
と
！

　

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
一
匹
一
匹
を
適
正
に
飼

養
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
飼
養
で
き
る

よ
う
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

危
害
や
迷
惑
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

散
歩
中
の
「
ふ
ん
」
な
ど
近

隣
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
必
ず
持
ち
帰
り
、
適
切

な
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
し
つ
け
や
訓
練
を
し
て
、

人
に
危
害
を
加
え
た
り
鳴
き
声

な
ど
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ど
近な切

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　

発
掘
調
査
の
結
果
、
基
礎
の
石
（
礎
石
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
柱
と
柱
の
間
隔
が
約
3
・
6
ｍ
と
広
い

た
め
塔
の
高
さ
は
、
約
60
ｍ
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
始

ま
る
新
た
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
分
別
説
明
会
を
９

月
下
旬
か
ら
自
治
会
単
位
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
や
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
等
を
対
象
に
下
記

の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
の
出
し
方
の

お
願
い
！

庭
で
草
む
し
り
し
た
草
を
ご
み

出
し
す
る
と
き

　

草
は
、
根
に
土
が
つ
い
て
い

る
と
少
量
で
も
重
量
が
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
草
は

乾
燥
さ
せ
水
分
を
飛
ば
し
、
根

に
つ
い
て
い
る
土
を
よ
く
落
と

し
、
燃
え
る
ご
み
（
生
ご
み
）

の
日
に
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

有
害
ご
み
の
出
し
方
！
注
意
！

　

有
害
ご
み
は
さ
ら
に
分
別
が

必
要
で
す
。
分
け
方
・
出
し
方
は
、

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の

う
え
、
一
つ
の
袋
に
混
入
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず

使
い
き
っ
て
穴
を
開
け
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は
収
集
し

ま
せ
ん

○
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

○ 

袋
な
ど
の
種
類
が
違
っ
て
い

る
ご
み

○ 

出
す
日
が
違
っ
て
い
る
ご
み

○ 

収
集
終
了
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
（
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
）

石
橋
地
区
の
ご
み
分
別
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

■
日
時
・
場
所

◆
12
月
1
日
㈯

　

石
橋
公
民
館

①
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

②
午
前
11
時
〜
正
午

③ 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

◆
12
月
２
日
㈰

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

①
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

②
午
前
11
時
〜
正
午

③ 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

※
い
ず
れ
も
同
じ
説
明
内
容
で

す
の
で
、
都
合
の
良
い
日
時
を

選
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
！

　

住
宅
の
庭
先
を
含
む
野
外
で

の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼
き
）

は
違
法
行
為
で
す
。
一
部
の
例

外
を
除
き
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
１
０
０
０
万
円
（
法
人

は
３
億
円
）
以
下
の
罰
金
又
は

こ
れ
ら
の
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
例
外
と
さ
れ
た
場

合
で
も
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響

が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
直

接
指
導
に
伺
い
、
行
為
を
中
止

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
外
と
な
る
場
合

・ 

廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適
合

し
た
焼
却
炉
で
焼
却
す
る
場
合

・ 

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
の
慣
習

上
や
む
を
得
な
い
も
の

・ 

農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

・ 

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の

焼
却
で
あ
っ
た
軽
微
な
も
の

　

な
ど

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
薬
師
寺
に
あ
っ
た
塔
は
、
七
重
塔
で
あ
っ
た
。
○
か
×
か
？

問
2　

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て

く
だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
こ
た
つ
（
74
×
74
）・
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
（
紙
製
）・
ブ
リ
タ
ニ
カ
英
語
教

材
・
学
習
机
・
布
お
む
つ
一
式
（
赤
ち
ゃ

ん
工
房
）・
お
ん
ぶ
だ
っ
こ
紐
・
カ
ー

ペ
ッ
ト
・
ソ
フ
ァ
ー

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
高
校
の
教
科
書
、
参
考
書
・
歩
行
器

（
ベ
ビ
ー
用
）・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
南
河

内
第
二
中
女
子
制
服
（
夏
用
）、ジ
ャ
ー

ジ
上
下
・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・
自
転
車

（
補
助
輪
付
幼
児
・
女
子
用
、
女
子
用

14
イ
ン
チ
以
下
、
男
子
用
16
イ
ン
チ

以
下
）・
子
供
用
ス
ー
ツ
一
式
（
１
２
０

セ
ン
チ
、
女
子
用
）・
薬
師
寺
小
体
操

服
（
冬
用
、
１
４
０
）、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
（
22
セ
ン
チ
）・
シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
マ
ザ
ー
ガ
ー
デ
ン
（
お
ま
ま

ご
と
）・
幼
児
用
鉄
棒
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
新
幹
線
の
グ
ッ
ズ
・
ブ
ー
ツ
（
女

児
用
16
セ
ン
チ
前
後
、
男
児
用
19
セ
ン

チ
前
後
）・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
、
体
操

服
（
女
児
用
）
第
２
薬
師
寺
幼
稚
園
制

服
、
体
操
着
（
女
児
用
）・
幼
児
用
お

む
つ
（
Ｌ
ま
た
は
Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

分別説明会の様子（上原自治会）
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10
月
7
日
㈰
、
南
河
内
地
区

で
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
、
翌
8
日
（
月
・
祝
）

に
石
橋
地
区
と
国
分
寺
地
区
で

市
民
体
育
祭
運
動
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

下
野
ジ
ュ
ニ
ア

卓
球
ク
ラ
ブ

伊
澤
恵
さ
ん
２
連
覇
！

　

８
月
19
日
㈰
下
野
市
で
開
催

さ
れ
た
第
７
回
下
野
市
民
硬
式

卓
球
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
伊

澤
恵
さ
ん
（
吉
田
西
小
５
年
）

が
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
26
日
㈰
に
真
岡
市

で
開
催
さ
れ
た
第
44
回
体
育
協

会
長
杯
で
は
、
中
学
１
年
女
子

の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
峯
岸

夢
生
さ
ん（
吉
田
西
小
５
年
）も
、

小
学
生
の
部
で
健
闘
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ク
ラ
ブ

は
南
河
内
第
二
中
学
校
体
育
館

で
月
・
水
・
木
曜
日
の
午
後
７

時
か
ら
９
時
ま
で
活
動
し
て
い

ま
す
。（
土
曜
日
は
要
相
談
）

　

募
集
対
象
（
小
学
１
年
か
ら

中
学
３
年
）
見
学
希
望
の
方
は

責
任
者
伊
澤
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

☎
０
９
０（
８
８
４
１
）３
７
４
３

Let’s SPORTSLet’s SPORTS
第
７
回
下
野
市
民
体
育
祭
運
動
会（
石
橋
・
国
分
寺
）と

第
４
回
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】

薬
師
寺
に
あ
っ
た
塔
は
、
建
物
の
基
礎
の
大
き
さ
か
ら
五
重
塔
と
か
ん
が
え
ら
れ
ま
す
。

高
さ
は
、
推
定
で
35
ｍ
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■国分寺地区大会（総合）

優勝 下町自治会
準優勝 国分Ａ自治会
第３位 川北自治会
第４位 笹原自治会
第５位 仲町自治会
第６位 泉町自治会

■石橋地区大会（運動会）

優勝 若林南自治会
準優勝 栄町西自治会
第３位 若林北自治会

■石橋地区大会（総合）

優勝 下古山自治会
準優勝 若林南自治会
第３位 栄町西自治会
第４位 若林北自治会
第５位 富士見町自治会
第６位 本町自治会

国分寺地区大会石橋地区大会

南河内スポーツフェスティバル

南河内スポーツフェスティバル

Shimotsuke
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第
７
回　

下
野
市
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス

大
会
の
ご
案
内

■
主
催　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

■
後
援　

下
野
市
体
育
協
会

■
日
時　

12
月
２
日
㈰

　

12
月
９
日
㈰
予
備
日

■
種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

■
試
合
方
法

　

８
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）と
す
る
。
た
だ
し
、

参
加
申
込
者
人
数
に
よ
っ
て
は
、

予
選
リ
ー
グ
方
式
や
コ
ン
ソ
レ

マ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
会　

場

　

下
野
市
国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
（
砂
入
り
人
工
芝

６
面
）

■
参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

■
申
し
込
み

　

11
月
12
日
㈪
〜
22
日
㈭
午
後

５
時

申
込
先
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
。

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、
参

加
料
と
一
緒
に
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

参
加
料
：
１
組
２
，
５
０
０
円

　

ド
ロ
ー
は
下
野
市
テ
ニ
ス
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
11
月
26

日
㈪
に
発
表
し
ま
す
。

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT

A
/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

テ
ニ
ス
協
会　

井
上
和
宏

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

ゴ
ル
フ
勉
強
会
開
催
の
ご
案
内

　

ゴ
ル
フ
の
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル

を
学
ぶ
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
役
に

立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
日
時　

12
月
６
日
㈭

　
　
　
　

12
月
13
日
㈭

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

■
受
付　

午
後
７
時

■
勉
強
会

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ　

１
階
特
設
会
場

■
募
集
人
数

　

両
日
と
も
に
50
名

■
対
象　

下
野
市
民
ま
た
は
、

在
勤
者
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
参
加
費　

１
人
１
，
０
０
０

円
（
資
料
代
、
お
茶
代
、
講
師

費
用
等
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ（
下
野
市
国
分
寺
１
３
８
０
）

　

☎（
44
）４
４
３
３

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

江
戸
時
代
の
街
道
沿
い
に
は
一
里
（
4
㎞
）
ご
と
の
目
印
と
し
て
一
里
塚
が
造
ら
れ
た
が
、

下
野
市
内
で
一
里
塚
は
2
箇
所
あ
っ
た
。
○
か
×
か
？

問
3　

活
動
の
紹
介

　

今
回
も
、
私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
活
動
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

９
月
２
日
㈰
に
行
わ
れ
た
下

野
市
民
体
育
祭
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
運
営
委
員
・

競
技
役
員
と
し
て
大
会
運
営
に

関
わ
り
ま
し
た
。
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
気
持
ち
良
く
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
㈰
に
行
わ
れ
る
栃

木
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
も
、
私
た
ち
が

総
力
を
挙
げ
て
運
営
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
石
橋
北
小
学
校
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
ク
ラ
ブ
活
動

の
時
間
に
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
の
出
前
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
10
月
ま
で
で
３
回

行
い
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
中

心
に
、
他
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
出
前
教
室
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

を
通
し
て
依
頼
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
可
能
な
限

り
お
受
け
し
て
市
民
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

下野市民体育祭キンボールスポーツ大会時の様子

石橋北小学校での出前教室の様子

The スポ推
スポーツ推進委員会だより No.3

■問い合わせ先　スポーツ推進委員会事務局
　（スポーツ振興課）　☎５２－１１２４
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香川県国分寺町（現高松市）
　香川県のほぼ中央に位置し、面積約26㎢、人口約24千人と旧国分寺町(面積約20㎢、人口約17千人)
と似た規模の町でした。特産品は松、ピオーネ（ぶどう）、カンカン石（讃岐石）などで、特に松は全国屈
指の盆栽の産地としても有名です。くしくも下野市誕生と同じ平成18年1月10日に高松市に編入合併
しました。

■
小
学
生
親
善
交
流
事
業

　
【
小
学
生
訪
問
事
業
】

　

今
回
で
10
回
目
を
迎
え
る
こ

の
事
業
は
、
市
内
小
学
校
の
児

童
が
団
員
と
し
て
香
川
県
高
松

市
を
訪
れ
、
高
松
市
の
小
学
生

と
の
交
流
や
施
設
・
史
跡
を
見

学
し
、
他
地
方
の
風
土
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の

郷
土
へ
の
愛
着
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
市
内
小
学
校
６
校

か
ら
23
名
が
参
加
し
、
両
市
の

小
学
生
同
士
に
よ
る
「
市
の
紹

介
」・「
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」・「
地

引
網
体
験
」・「
海
水
浴
」
等
の

交
流
を
通
し
て
遠
く
離
れ
た
四

国
に
「
新
し
い
友
情
」
を
育
み

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は

大
西
高
松
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

■
交
流
の
は
じ
ま
り
と

　

こ
れ
ま
で

　

高
松
市
と
の
交
流
事
業
は
、

聖
武
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
国
分
寺
に
ゆ
か
り
の
あ

る
自
治
体
が
集
ま
り
交
流
を
深

め
る
「
全
国
国
分
寺
サ
ミ
ッ
ト
」

が
、
平
成
13
年
４
月
に
栃
木
県

国
分
寺
町
に
て
開
催
さ
れ
た
こ

と
を
機
に
、
香
川
県
国
分
寺
町

と
栃
木
県
国
分
寺
町
と
の
地
域

間
交
流
が
始
ま
り
、
平
成
17
年

２
月
に
、
友
好
親
善
都
市
の
提

携
を
結
び
ま
し
た
。
両
町
と
も

合
併
に
よ
り
高
松
市
、
下
野
市

と
町
名
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
に
培
わ
れ
た
友
好
の
輪

を
大
切
に
す
る
た
め
、
合
併
後

も
市
・
住
民
レ
ベ
ル
で
の
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
22
年
度
に
は
「
下

野
市
国
内
交
流
協
会
」
が
発
足

し
、
様
々
な
交
流
事
業
を
協
会

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
両
市
の
絆
を
さ
ら

に
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

・
日
程
：
８
月
７
日
〜
９
日

・
内
容
：
小
学
生
交
流
事
業
（
高

松
市
国
分
寺
南
・
北
部
小
学
生

と
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
交
流
、

地
引
網
体
験
、
海
水
浴
）

・
史
跡
名
勝
見
学
（
国
分
寺
跡

資
料
館
、
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
、

善
通
寺
、金
毘
羅
宮
、栗
林
公
園
、

屋
島
水
族
館
）

・
高
松
市
長
表
敬
訪
問

■
小
学
生
親
善
交
流
事
業

　
【
小
学
生
受
入
事
業
】

　

８
月
21
日
に
高
松
市
讃
岐
国

分
寺
小
学
生
交
流
団
20
名
が
下

野
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ゆ
う

ゆ
う
館
で
行
わ
れ
た
歓
迎
会
で

は
、
下
野
市
国
内
交
流
協
会
の

女
性
役
員
の
方
々
に
よ
り
、
地

元
で
採
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の

卵
と
じ
汁
、
サ
ラ
ダ
、
フ
ル
ー

ツ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
後
の
高
松
市
小
学
生

と
下
野
市
小
学
生
と
の
交
流

会
で
は
、
下
野
薬
師
寺
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
の
協
力
に
よ

り
「
下
野
か
る
た
取
り
」
を
行

い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
風
土
記
の

丘
資
料
館
や
下

野
薬
師
寺
歴
史

館
、
道
の
駅
な

ど
を
見
学
し
ま

し
た
。

【
正
解
は
×
】　

小
金
井
一
里
塚
、下
石
橋
一
里
塚
（
石
橋
消
防
署
の
南
側
付
近
）、下
古
山
一
里
塚
（
下
古
山
交
差
点
南
側
付
近
）
の
3
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
小
金
井
一
里
塚
（
東
西
両
塚
現
存
・
国
指
定
史
跡
）
と
下
石
橋
一
里
塚
（
西
塚
の
み
）
が
あ
り
ま
す
。

国内・国際交流

高 
松 

市

国

内

交

流

し
も
つ
け
ク
イ
ズ
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ドイツ・ヘッセン州ディーツヘルツタール
　旧石橋町と旧シュタインブリュッケンが日本語で同じ「石の橋」を意味することから交流が続けられ、
平成17年には姉妹都市締結30年を迎えました。それぞれ合併し下野市とディーツヘルツタールとなり
ましたが、その後も現在まで交流が続けられています。
　旧シュタインブリュッケンは人口10,000人に満たない小さな村で森林と山地に囲まれ、山と渓谷のす
ばらしい景観を誇っている政府公認の保養地です。

■
第
19
回
グ
リ
ム
の
里

　

夏
期
日
本
語
講
習
会

○
講
習
会
の
経
緯

　

今
年
で
第
19
回
目
を
迎
え
た

グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本
語
講
習
会

は
、
今
か
ら
20
年
前
（
１
９
９
２

年
）
に
、
現
宇
都
宮
大
学
名

誉
教
授
の
橋
本　

孝
氏
（
と
ち

ぎ
日
独
協
会
会
長
）
の
も
と
に
、

ド
イ
ツ
の
ミ
ュン
ヘ
ン
大
学
よ
り
大

学
生
の
夏
期
日
本
語
講
習
会
の

開
催
依
頼
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
と

姉
妹
都
市
関
係
に
あ
っ
た
石
橋
町

に
、
橋
本
氏
が
そ
の
依
頼
を
持

ち
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

同
年
2
月
に
は
、
既
に
石
橋

町
国
際
交
流
協
会
が
設
立
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
協
会
の
協

力
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

協
力
等
）
も
あ
っ
て
講
習
会
開

催
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
事

業
と
し
て
例
年
8
月
に
開
催
さ

れ
、
約
2
週
間
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
生
８
名
程
度
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
講
習
会
の
期
間
中
は

下
野
市
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
様
子

　

グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本
語
講

習
会
は
今
年
で
第
19
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
生
7
名
（
男
性
4
名
・

女
性
3
名
）
が
参
加
し
、
下
野

市
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
日
本
語
の
勉
強
や
茶

道
、
浴
衣
着
付
等
の
日
本
文
化

の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

大
学
生
た
ち
は
、
約
２
週
間

の
下
野
市
で
の
講
習
会
を
終
え

た
後
、
東
京
へ
向
か
い
、
代
々
木

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
の
宿
泊
施
設
を

拠
点
に
そ
れ
ぞ
れ
大
学
で
の
研
修

や
各
地
の
観
光
を
し
ま
す
。

・
日
程
：

　

8
月
17
日
〜
8
月
31
日

・
内
容
：
日
本
語
講
習
、
日
本

文
化
体
験
（
茶
道
、
浴
衣
着
付
）、

石
橋
高
校
と
の
交
流
会
、
ふ
く

べ
細
工
体
験
、
益
子
焼
手
び
ね

り
体
験
、酒
蔵
見
学
、市
内
見
学
、

宇
都
宮
市
散
策
等

○ 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
に

つ
い
て

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は

毎
年
、
グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本

語
講
習
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。
例
年
6
月

の
広
報
し
も
つ
け
に
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
異
文
化

交
流
に
興
味
が
あ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
内
・
国
際
交
流
と
も

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

た
ば
こ
を
自
分
で
は
吸
っ
て
い
な
い
の
に
他
人
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
何
と
い
う
？

①
能
動
喫
煙　

②
受
動
喫
煙　

③
一
時
喫
煙

問
4　

国内・国際交流

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル

国

際

交

流
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下
野
市
市
民
人
権
講
座　

開
催
中　

第
２
回「
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
最
新
事
情
」

　

今
年
度
の
市
民
人
権
講
座
、

「
勤
労
の
権
利
『
働
く
こ
と
を

継
続
す
る
』
た
め
に
考
え
る
」

の
第
2
回
目
で
す
。
こ
の
機
会

に
人
権
に
つ
い
て
学
習
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
内　

容

　
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
最

新
事
情
」
〜
熱
血
指
導
と
パ
ワ

ハ
ラ
〜

■
講　

師

　

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
究
所

　

所
長　

金
子
雅
臣　

氏

■
日　

時

　

11
月
30
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場　

所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

40
名

■
申
し
込
み
締
め
切
り
日

　

11
月
22
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

■
そ
の
他

　

内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
下
野
市
成
人
式

　

輝
か
し
い
２
０
１
３
年
の
新

春
に
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え

ら
れ
ま
す
皆
さ
ま
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
成
人
と
な
る
皆
さ
ま
の
門

出
を
祝
福
す
べ
く
、
本
年
も
下

野
市
に
て
成
人
式
を
次
の
と
お

り
挙
行
し
ま
す
。

■
日　

時

　

１
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
受
付　

10
時
開
式

■
会　

場

国
分
寺
地
区
：
国
分
寺
公
民
館

石
橋
地
区　

：
グ
リ
ム
の
館

南
河
内
地
区
：
南
河
内
公
民
館

■
対　

象

　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

〈
案
内
状
に
つ
い
て
〉

　

９
月
１
日
現
在
、
当
市
に
住

民
票
の
な
い
方
（
市
外
に
転
出

し
た
方
、
ま
た
は
そ
れ
以
降
に

転
入
し
た
方
）
で
、
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

 syougaigakusyu@
city.shim

otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
☎（
40
）０
９
１
１

下野市人権教育講演会開催のお知らせ

「オール1の落ちこぼれ、教師になる」
～いじめ、ひきこもり、天涯孤独の

絶望を乗り越えて～
■講師
私立高校教師・エッセイスト
・元教育再生会議有識者委員
　

宮
みやもと

本 延
まさはる

春 氏
■日時　12月8日㈯
　　　　午後１時30分開場　午後2時開演
■場所　国分寺公民館大ホール
■問い合わせ先　生涯学習課　☎（52）1119

とちぎ県民カレッジは、県の各施設や市町の公民館、高等学校・大学・各
種学校などで開催されている講座やセミナー等を、県民の皆様に総合的に提
供し参加・活用していただくものです。（とちぎ県民カレッジの詳細について
は、上記ホームページにてご確認ください）
カレッジに登録している方に１単位分のシールを配付いたしますので、受付
時にお申し出ください。

【講師プロフィール】
著書『オール1の落ちこぼれ、教師になる』で知ら
れる人気教師。
いじめが原因で学校嫌いになり、中学1年の成績は
オール1。23歳の時に見たアインシュタインのビデ
オに衝撃を受け、豊川高校定時制部・名古屋大学
に進学し物理学を学ぶ。現在は、自身の体験を通
して、全国の子どもたちに夢と希望と感動を与え続
ける。・2007年 教育再生会議有識者委員に就任。
（～08年１月）・2010年日本テレビ「天才じゃな
くても夢をつかめる10の法則」で紹介される。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】 

受
動
喫
煙
。
受
動
喫
煙
も
、
肺
が
ん
、
咽
喉
が
ん
、
脳
卒
中
・
心
臓
病
な
ど
多
く
の
疾
患
の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。
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し
も
つ
け
大
人
塾
24

「
だ
が
し
や
縁
日
」開
催
の

お
し
ら
せ

　

現
在
開
講
中
の
下
野
市
市
民

力
養
成
講
座
「
し
も
つ
け
大
人

塾
24
」
の
受
講
生
に
よ
る
「
だ

が
し
や
縁
日
」
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
生
の
、
趣
味
や
得
意
な

も
の
な
ど
自
分
を
「
見
せ
」
る

「
店
」
が
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

■
会　

場

　

道
の
駅
し
も
つ
け

　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
内　

容

　

指
人
形
づ
く
り
・
パ
ッ
ク
パ

ズ
ル
・
古
本
市
・
ア
ク
リ
ル
た

わ
し
・
折
り
紙
教
室
・
健
康
体

操
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
み
ん

な
で
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
「
自

分
み
せ
」（
予
定
）

※
「
自
分
み
せ
」
を
す
る
参
加

者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加

し
た
い
方
や
興
味
の
あ
る
方
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

「
小
さ
な
手
創
り
イ
ン
テ
リ

ア
」受
講
生
募
集

　

自
分
自
身
で
手
創
り
し
た
可

愛
い
イ
ン
テ
リ
ア
で
、
毎
日
癒

さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
初
め
て

の
方
で
も
簡
単
に
で
き
る
楽
し

い
ク
ラ
フ
ト
を
３
種
類
体
験
で

き
ま
す
。

■
日　

程

　

11
月
22
日
、
12
月
13
日
、

　

１
月
24
日
（
毎
回
木
曜
）

■
時　

間

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場　

所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
講
座
内
容

第
１
回　

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
で
創

る
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

第
２
回　

香
り
の
花
せ
っ
け
ん

で
創
る
お
正
月
の
置
物

第
３
回　

シ
ー
ス
ル
ー
ク
レ
イ

で
創
る
デ
コ
手
鏡

■
材
料
費

　

各
回
２
，
０
０
０
円

■
講　

師　

森　

政
美　

氏

■
定　

員　

先
着
12
名

■
受　

付　

11
月
５
日
㈪
〜
16

日
㈮　

午
後
５
時
ま
で
（
日
祝
・

水
を
除
く
）

■
持
参
す
る
物

　

各
回
と
も
新
聞
紙
２
〜
３
枚

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　
　
（
44
）６
６
４
４

国
分
寺
公
民
館
講
座

「
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
体
験
講
座
」

　

樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
、
お
正

月
飾
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

樹
脂
粘
土
に
は
、
い
く
つ
か

の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
特
徴

と
し
て
は
き
め
が
細
か
く
、
ア

ク
リ
ル
絵
の
具
等
で
着
色
し
や

す
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
よ
う
な

感
覚
と
強
度
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　

新
春
を
、
あ
な
た
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
で
彩
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
11
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
研
修
室

■
定
員　

10
名

■
講
師　

坂
才
み
つ
代　

氏

■
参
加
費　

材
料
代

１
，
５
０
０
円
〜
２
，
０
０
０
円

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
５
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
公
民
館

　

☎（
40
）５
５
６
３

松
原
惇
子
氏
講
演
会

「
い
つ
か
は

〝
お
ひ
と
り
さ
ま
〞」を
開
催

　

石
橋
公
民
館
で
は
、
９
月
６

日
㈭
、
ひ
と
り
に
な
っ
て
も
元

気
に
い
き
い
き
と
自
立
し
て
生

き
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
、

人
生
の
終
焉
活
動
（
終
活
）
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
「
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
症
候
群
」
を
始
め
、

女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
著

書
を
多
数
執
筆
し
て
い
る
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
シ
ン
グ

ル
女
性
を
応
援
す
る
団
体
・
Ｎ

Ｐ
О
法
人
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
代
表
の
松
原
氏
は
、

自
身
も〝
お
ひ
と
り
さ
ま
〞で
す
。

生
活
環
境
を
整
え
自
分
の
意
思

は
書
き
留
め
て
お
く
、
好
き
な

事
に
没
頭
し
て
何
事
も
前
向
き

に
！
等
々
、
安
心
な
一
人
暮
ら

し
の
コ
ツ
満
載
の
講
演
で
し
た
。

　

当
日
は
石
橋
公
民
館
の
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
支
援
講
座
の
受

講
生
や
市
内
外
の
一
般
聴
講
者

等
90
名
が
来
場
、
氏
の
ス
ト

レ
ー
ト
で
潔
い
ユ
ー
モ
ア
あ
る

お
話
に
会
場
か
ら
大
き
な
共
感

の
拍
手
が
…
。

　

高
齢
化
等
に
よ
り
、
ひ
と
り

の
人
生
を
送
る
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
石
橋
公
民
館
は
来
年

度
「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の

終
活
」
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を

開
催
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
公
民
館

　

☎（
52
）１
１
５
７

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

カ
ロ
リ
ー
が
多
い
の
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
？
①
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 

②
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

問
5　
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ドキュメンタリー映画

第
５
回
子
ど
も
何
で
も

発
表
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
に
自
信

を
持
て
る
よ
う
に
、
出
来
る
こ

と
、
好
き
な
こ
と
、
や
っ
て
み

た
い
こ
と
を
何
で
も
発
表
で
き

る
場
と
し
て
、
子
ど
も
何
で
も

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
発
表
を

ぜ
ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
〜

■
会
場　

緑
小
学
校
体
育
館

■
観
覧　

ど
な
た
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

■
そ
の
他　

今
年
度
も
発
表
会

終
了
後
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン

で
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
主
催

下
野
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」

相
談
窓
口

　

左
記
の
日
程
に
よ
り
、「
Ｙ

ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
に
つ
い
て
、
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
、
指
導
等

に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
11
月
の
相
談
日

　

１
・
８
・
15
・
22
・
29
日

■
12
月
の
相
談
日

　

６
・
13
・
20
・
27
日

　
（
す
べ
て
木
曜
日
）

■
時　

間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

 http//shim
otsuke.

genki365.net

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員
募
集
中

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
①
】　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
同
じ
量
な
ら
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
約
４
倍
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　9月22日㈯石橋中学校体育館にて、第３回「下野市小中学校音楽祭」が開催
されました。市ＰＴＡ連絡協議会と市青少年育成市民会議を中心とした実行委
員会が運営にあたり、参加者と観客あわせて約1,100名が集いました。
　児童生徒たちが心をひとつにした合唱や合奏は、参加した人々の心に感動の響
きを運んだようでした。

響け歌声！届け音楽！
下野市小中学校音楽祭が開催されました

「かすかな光へ」
～上映と大田尭先生のトーク～

■日時　11月10日㈯午前10時～
■場所　国分寺公民館大ホール

■主催　栃木県家庭教育オピニオンリーダーの会
　　　　南河内支部「ルピナスさん」
■問い合わせ先　生涯学習情報センター☎（40）0911

東大の大学院生だった大田先生は、召集され
た軍隊生活で農民や漁民の知恵や力に助けら
れ、劣等感に苛まれたことから、「教育とは、
人間とは」と問い続ける生活を始めました。今
までの「教育」の概念を覆すようなこの映画を、
教育に携わっている多くの人に是非観ていただ
きたいと思います。

昨年の様子
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石橋図書館
■読書会
11月14日（第２水曜日）　午前10時～正午
北原　亞以子　著「恋忘れ草」を読んでご参加
ください
場所　２階研修室
■おはなし会
11月3日（第１土曜日）　午後２時～
絵本・紙しばい、読み聞かせ等
11月17日（第３土曜日）午後２時～
絵本「おおきなおおきなおいも」、「おなら」
場所　１階おはなしコーナー
■親子ふれあい映画会
11月10日（第２土曜日）、24日（第４土曜日）
時間　午後２時～
場所　２階視聴覚室
■おはなし会＆クリスマスツリーかざり
12月１日（第１土曜日）
「絵本読み聞かせとクリスマスツリーかざり」
を行います。参加してくれたお子さまにミニ
リースをプレゼント（30名）します。

国分寺図書館
■おはなし会
11月10日（第2土曜日）　午後２時～
紙芝居「のはらでんしゃ」
■「子ども司書」が行います
絵本「やさしいね！」、「なつのおとずれ」、「た
んじょうびのおきゃくさま」
場所　1階おはなしコーナー
■おはなし会（クリスマス会）
12月8日（第2土曜日）　午後２時～
ペープサート（紙人形劇）
「エルくんとカルくんのクリスマス」
大型絵本「くまのコールテンくん」
エプロンシアター
最後にサンタさんからプレゼントが・・・。
場所　２階視聴覚室
■読書会
11月17日（第３土曜日）
五木寛之著『燃える秋』を読んでご参加ください。
時間　午前10時～正午
場所　2階視聴覚室

南河内図書館
■読書会
11月10日㈯　午前10時～正午
中　勘助　著「銀の匙」を読んでご参加ください。
場所　南河内公民館
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
11月10日㈯
①午後２時～（幼児向け）
絵本「おふとんかけて」ほか
紙しばい「わくわくスイートポテト」

②午後３時～（低学年向け）
絵本「きつねをつれてむらまつり」ほか
紙しばい「はたらいているみなさんありがと
う！」
11月24日㈯
①午後２時～（幼児向け）
絵本「ぴったりのプレゼント」ほか
紙しばい「あかいえりまき」
②午後３時～（低学年向け）
絵本「サンタクロースってほんとにいるの？」
紙しばい「ちらかしおばあさん」
■冬のおたのしみ会
パネルシアター＆ブラックシアター
12月8日㈯　午後２時～
内容「みんなのひろば」、「金太郎」、
「森のクマさん」、「子うさぎましろのお話」、「あ
わてんぼうのサンタクロース」、「金のおの銀の
おの」
★サンタさんもやってくる！
場所　南河内公民館　視聴覚室　
■クリスマスカード作り教室
日時：12月1日㈯　午前10時～正午
場所：南河内公民館　1階会議室
定員：20名
（市内在住の小学３年生～中学生）
参加費：100円
持ってくるもの：カッター・はさみ・のり・マ
ジックペン・18㎝以上の定規
※申し込み：11月6日㈫から電話または図書館
カウンターでお申し込みください。

ＱＲコード

石橋図書館
☎52-1136
国分寺図書館
☎44-3399
南河内図書館
☎48-2395

利用案内
■11月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

　  石橋図書館休館日

　  国分寺
 南河内図書館休館日

■開館時間
　午前９時30分～午後６時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
　 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　http://www.library.
　 shimotsuke.tochigi.jp/i/

図書館 購入図書のご案内
（一部）

＜一般書＞
汚れちまった道（石） ･･････････････････内田康夫
空の拳（石） ･････････････････････････角田光代
大阪落城戦国終焉の舞台（国） ･････････渡邊大門
「慰安婦」問題の解決に向けて（国） ･･･志水紀代子
ブータン」「幸福な国」の不都合な真実（国）
･････････････････････････････････ 根本かおる
文明と戦争　上・下（南） ････････････ アザー・ガット
共犯（南）･･･････････････････････････深谷忠記
ガス燈酒場によろしく（南） ････････････････椎名誠

＜児童書＞
あいうえおのえほん（石） ･････････････内田麟太郎
あかちゃん社長がやってきた（石） ･･･マーラ・フレイジー
ぼくは、いつでもぼくだった。（国） ･･････ いっこく堂
赤いろうそくと人魚（国） ･･･････････････小川未明
犬とまほうのひとさし指！（国） ･････････････堀 直子
空中トライアングル（南） ････････････････ 草野たき
若おかみは小学生！PART18（南） ･････ 令丈ヒロ子
イカロスの夢（南） ････････････････････ イポリット

Library Inform
ation
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空
間
放
射
線
量
測
定
器
を

貸
出
し
て
い
ま
す

　

環
境
課
で
は
市
民
の
皆
様
が

身
近
な
生
活
環
境
等
の
放
射
線

量
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
空
間
放
射
線
量
測
定
器
の

貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
子
ど
も
の
生
活
環
境
等

の
放
射
線
量
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
市
内
の
児
童
館

で
も
空
間
放
射
線
量
測
定
器
の

貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児

童
館
で
の
貸
出
し
対
象
は
市
内

に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
の
個

人
ま
た
は
児
童
・
生
徒
に
関
係

す
る
団
体
等
で
す
。

　

貸
出
し
に
関
す
る
詳
し
い
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

貸
出
し
に
は
事
前
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課

　

☎（
40
）５
５
５
９

　

南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

　

石
橋
児
童
館

　

☎（
52
）１
１
２
９

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

・
き
の
こ
類　
（
別
途
相
談
）

■
検
査
申
込
方
法

　

検
査
は
予
約
制
の
た
め
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
来
庁
の
う

え
、
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。
事

前
説
明
を
受
け
、
ご
理
解
の
う

え
で
、
検
査
日
の
予
約
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

電
話
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
検
査
受
付
場
所

　

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

　

☎（
44
）４
８
８
３

■
予
約
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
土
日
、

祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除

く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

お
詫
び
と
訂
正

　

10
月
号
３
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
、「
市
内
放
射
線
量
測

定
結
果
」
の
記
載
の
表
中
で
、
セ

シ
ウ
ム
１
３
４
及
び
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
の
基
準
値
が
合
計「
１
０
０

Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
」
と
あ
り
ま
し
た
が

「
１
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
」
の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
48
）２
１
２
１

食
品
等
の
放
射
性
物
質

簡
易
検
査
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
放
射
性
物
質
検
査

機
器
（
簡
易
型
ガ
ン
マ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
）
を
使
っ
た

食
品
等
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
（
無
料
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

不
安
に
思
う
食
品
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
検
査
内
容

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（Cs-134

・

Cs-137

）

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
成
人

の
方
（
身
分
証
（
免
許
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
検
査
で
き
る
数

　

１
人
１
回
あ
た
り
１
検
体

■
検
査
対
象
品

　

販
売
用
農
産
物
を
除
く
食
品

及
び
農
産
物
（
主
に
自
家
消
費

野
菜
等
）

■
検
査
対
象
外
品

・
水
・
落
ち
葉
、
堆
肥
、
土
壌
、

飼
料
、
稲
わ
ら
等
の
食
品
以
外

・
県
外
製
造
品
及
び
原
産
地
が

県
外
の
も
の

・
販
売
、
製
造
元
、
原
材
料
の

産
地
、
採
取
場
所
等
が
不
明
な

も
の

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課（
庁
舎
） 

☎（
40
）５
５
５
９

　

児
童
福
祉
課（
保
育
園
） 

☎（
52
）１
１
１
４

　

学
校
教
育
課（
学
校
） 

☎（
52
）１
１
１
８

■測定期間　10月１日（月）～10月15日（月） 単位：μSv／時

測定場所 最小値～最大値 測定場所 最小値～最大値

庁
舎

国分寺庁舎 0.06 ～ 0.07

小
学
校

薬師寺小 （月） 0.08

南河内庁舎 0.06 ～ 0.07 吉田東小 （火） 0.11

石橋庁舎 0.09 ～ 0.10 吉田西小 （水） 0.10

保
育
園

グリム （月） 0.10 ～ 0.11 緑小 （木） 0.07 ～ 0.08

薬師寺 （火） 0.08 ～ 0.09 祇園小 （金） 0.08

吉田 （水） 0.10 ～ 0.11 石橋小 （月） 0.08

しば （木） 0.08 古山小 （火） 0.08 ～ 0.10

こがねい （金） 0.06 ～ 0.07 石橋北小 （水） 0.11

中
学
校

南河内中 （木） 0.07 ～ 0.08 細谷小 （金） 0.10 ～ 0.11

南河内第二中 （金） 0.05 国分寺小 （月） 0.08

石橋中 （木） 0.09 国分寺西小 （火） 0,10

国分寺中 （月） 0.08 国分寺東小 （水） 0.09 ～ 0.10

■保育園、学校は曜日により測定場所が異なります。
　庁舎・保育園・小学校は地上50cm地点。中学校は地上1ｍ地点で測定。
■参考　県（保健環境センター（宇都宮市）の地上20ｍ地点）の10月15日(月)の測定結果0.05μSv／時

放
射
線
量
測
定
検
査
結
果

 

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

 
http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

防　災
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詳しくは 35 ページ ➡

詳しくは 36 ページ ➡

詳しくは 39 ページ ➡

詳しくは 42 ページ ➡

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

ロ
バ
の
音
楽
座「
ら
く
が
き

ブ
ビ
ビ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
ら
く
が
き
」
を
す
る
よ
う
に
、

自
由
に
音
楽
で
遊
べ
た
ら
、
ど
ん

な
に
楽
し
い
だ
ろ
う
！

古
楽
器
と
幻
想
楽
器
に
よ
っ
て

繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
音
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ワ
ー
ル
ド
！

■
日　

時

12
月
16
日
㈰

午
後
２
時
開
演

■
使
用
す
る
楽
器

ハ
ー
デ
ィ
・
ガ
ー
デ
ィ
、
バ
グ

パ
イ
プ
、
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
、
セ
ル

パ
ン　

ほ
か

■
前
売
入
場
券

大
人
1
，5
0
0
円

中
学
生
以
下
1
，0
0
0
円

■
前
売
券
販
売
所

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
公
民

館
（
国
分
寺
、
南
河
内
、
南
河
内

東
、
石
橋
）

F
K
D
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ
、
e+

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

見逃せない !  今月特に注目情報５つ !

5

4

3

2

1

詳しくは 34 ページ ➡

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

お知らせ
県南市場まつり（感謝市）
の開催について

お知らせ
平成25年（2013年）
県民手帳発売

募　集
天平の花まつり
出店者募集

お知らせ
小山地区医師会
市民公開講座
よくわかる白内障と緑内障

イベント
国際交流員リンの
第6回びっくり～ン箱
「アドベンツカレンダー
作り」
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国
際
交
流
員
リ
ン
の

第
６
回
び
っ
く
り
〜

ン
箱
「
ア
ド
ベ
ン
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
」

1
大
人
気
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
お
楽

し
み
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
。
ク
リ
ス

マ
ス
間
近
に
ド
イ
ツ
の
「
ア
ド
ベ

ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で

あ
と
何
日
…
？
」
と
い
う
気
持
ち

で
楽
し
ん
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

■
日　

時

11
月
11
日
㈰

午
後
５
時
15
分
〜
7
時
15
分

■
場　

所

国
分
寺
公
民
館
、
第
３
研
修
室

■
定　

員

15
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
募
集
期
間

11
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮

■
材
料
費

１
人
５
０
０
円
、
国
際
交
流
協

会
会
員
４
０
０
円
（
当
日
集
金
し

ま
す
）

■
持
ち
物

は
さ
み
、
の
り
、
ク
ー
ピ
ー
ペ

ン
シ
ル
或
い
は
水
性
・
油
性
マ
ー

カ
ー
、
お
菓
子
あ
る
い
は
小
さ
い

玩
具
（
好
き
な
お
菓
子
・
玩
具
：

24
個
以
上
の
小
袋
に
分
け
ら
れ
る

量
で
、
毎
日
違
う
も
の
で
あ
り
、

例
え
ば
：
グ
ミ
、
小
さ
い
ク
ッ
キ

ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）、
持

ち
帰
り
用
の
大
き
な
袋

楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

メ
ー
ル
で
も
申
し
込
み
可
能

　
81022@

city.shim
otsuke.

　
lg.jp国

際
交
流
員
リ
ン
の

第
７
回
び
っ
く
り
〜
ン
箱

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関

す
る
市
民
意
見
交
換
会
」

8
月
18
日
か
ら
26
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
第
1
回
グ
リ
ム
の
森
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
期
間
中
、
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
総
領
事
館
の
協
力
の

も
と
、
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

フ
ト
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
福
島
原
子
力
発
電

所
事
故
の
後
、
日
本
で
も
原
子
力

や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
、
活
発
に
議
論
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
ご
来
場
さ

れ
た
多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
は
国
・
州
・
市
・
個
人

レ
ベ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
自

足
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
前

提
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

日
本
に
生
き
る
一
市
民
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
表

す
る
場
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日　

時

12
月
1
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

■
場　

所

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

（
下
野
市
下
古
山
7
4
7
番
地
）

■
内　

容

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
市

民
意
見
交
換
会

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　

と
ち
ぎ
日
独
協
会

　
　

橋
本　

孝　

会
長

　

下
野
市
国
際
交
流
員

　
　

ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン

■
申
し
込
み
期
間

11
月
5
日
㈪
〜
26
日
㈪

■
定　

員

発
表
者
は
先
着
10
名
ま
で
。

発
表
者
に
は
事
前
に
参
加
要
領

を
お
渡
し
し
ま
す
。

※ 

傍
聴
の
み
の
参
加
に
つ
い
て
、

定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

　

sia.shim
otsuke@

gm
ail.

　

com国
際
交
流
協
会
の

ク
リ
ス
マ
ス
会

美
味
し
い
ド
イ
ツ
料
理
と
ビ
ー

ル
・
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！ド

イ
ツ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
の
習
慣
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
中
で

も
楽
し
く
、
面
白
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

交
換
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
感
謝
の
心
が
大

事
で
す
が
、
面
白
さ
も
大
事
で
す
。

参
加
さ
れ
る
人
は
、
一
人
一
点
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
会
場
準
備
の
都
合
上
、

で
き
る
限
り
前
売
り
券
を
お
求
め

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時

12
月
1
日
㈯

午
後
１
時
〜
4
時

■
場　

所

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

（
下
野
市
下
古
山
7
4
7
番
地
）

■
前
売
り
券
料
金

国
際
交
流
協
会
会
員1，0

0
0
円

非
会
員 

2
，0
0
0
円

■
前
売
り
券
販
売
期
間

11
月
5
日
㈪
〜
26
日
㈪

■
当
日
券
料
金

国
際
交
流
協
会
会
員1，5

0
0
円

非
会
員 

2
，5
0
0
円

※ 

そ
れ
ぞ
れ
小
・
中
学
生
は
半
額
、

未
就
学
児
は
無
料

■
定　

員　

１
０
０
名

※ 

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
５
０
０
円
か
ら

　

 

１
，０
０
０
円
程
度
の
も
の
。

手
作
り
の
品
物
で
も
可
で
す
が
、

手
作
り
し
た
食
品
は
不
可
。

前
売
り
券
等
の
販
売
・
お
問
い

合
わ
せ
は
生
活
安
全
課
ま
た
は
グ

リ
ム
の
館
に
な
り
ま
す
。

■
前
売
り
券
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

　

sia.shim
otsuke@

gm
ail.

　

comグ
リ
ム
の
館
☎（
52
）１
１
８
０

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
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募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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くらしの情報

第
37
回
栃
木
県
本
場
結
城
紬

織
物
競
技
展
示
会
の
開
催

■
内　

容

「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
」
に

登
録
さ
れ
た
伝
統
的
な
高
度
の
技

を
生
か
し
て
組
合
員
が
制
作
し
た

「
本
場
結
城
紬
」を
一
堂
に
集
め
て

展
示
し
ま
す
。

糸
つ
む
ぎ
、
機
織
の
実
演
も
行

い
ま
す
。

■
日　

時

・
12
月
1
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

・
12
月
2
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場　

所

小
山
市
内　

道
の
駅
思
川

「
小
山
評
定
所
」

■
主　

催

栃
木
県
本
場
結
城
紬
織
物
協
同

組
合☎（

49
）２
４
３
０

■
入
場
料

無
料

※ 

和
服
を
着
て
来
場
さ
れ
た
方
先

着
1
0
0
名
様
に
結
城
紬
の
ブ

ロ
ー
チ
進
呈

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
☎（
48
）２
１
１
２

第
26
回 

秋
季
特
別
展

吾
妻
古
墳
と
藤
井
古
墳
群

本
展
は
、
吾
妻
古
墳
と
、
そ
れ

と
前
後
し
て
造
ら
れ
た
藤
井
古
墳

群
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。
県

内
最
大
の
古
墳
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
藤
井
古
墳
群
の
中

小
規
模
の
古
墳
と
は
ど
の
よ
う
な

つ
な
が
り
が
見
い
だ
せ
る
の
か
。

古
墳
の
形
や
出
土
し
た
土
器
・
鉄

器
な
ど
を
通
し
て
、
吾
妻
古
墳
と

藤
井
古
墳
群
の
姿
を
明
ら
か
に
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

■
日　

時

11
月
25
日
㈰
ま
で

■
観
覧
料

一
般
1
0
0
円
／
高
校
・
大
学

生
50
円
／
中
学
生
以
下
無
料

■
開
館
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜
日
及
び
祝
日
の

翌
日

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
し
も
つ
け
風
土
記
の

丘
資
料
館

下
野
市
国
分
寺
9
9
3

☎（
44
）5
0
4
9

第
４
回
下
野
薬
師
寺
周
辺

の
伝
説
を
め
ぐ
る

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

下
野
薬
師
寺
周
辺
に
は
今
も
残

る
伝
説
の
舞
台
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
史
跡
公
園
の
紅
葉
を
楽
し

み
な
が
ら
、
い
に
し
え
の
寺
や
伝

説
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん

か
？当

日
は
下
野
薬
師
寺
の
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伝
説
の
紹
介
と
ガ

イ
ド
を
行
い
ま
す
。
散
策
後
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
手
製
の
梅
ジ
ュ
ー
ス

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
集
合
場
所

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
散
策
場
所

下
野
薬
師
寺
周
辺
の
伝
説
地

（
三
昧
場
、
御
鷲
山
古
墳
、
藤
麿
墳
、

八
幡
宮
、
雷
電
神
社
、、
吉
田
ヶ
池
、

道
鏡
塚
等
）
約
4
㎞

■
開
催
日
時

11
月
18
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

集
合
は
午
前
9
時
15
分

※
雨
天
決
行

■
対　

象

一
般
（
小
学
校
低
学
年
以
下
の

場
合
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
く
だ

さ
い
。）

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
人
数　

30
名

■
申
し
込
み

11
月
1
日
㈭
〜
16
日
㈮

電
話
で
の
受
付
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）3
1
2
1

〒
3
2
9
-0
4
3
1

下
野
市
薬
師
寺
1
6
3
6

2

県
南
市
場
ま
つ
り

（
感
謝
市
）の
開
催
に

つ
い
て

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、

今
後
に
お
け
る
市
場
の
発
展
と
日

頃
の
利
用
に
感
謝
し
「
県
南
市
場

ま
つ
り
（
感
謝
市
）」
を
開
催
し

ま
す
。
市
場
内
の
設
備
や
取
扱
品

等
を
直
接
見
て
い
た
だ
き
、
流
通

の
し
く
み
や
市
場
の
内
容
を
知
っ

て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ

る
市
場
と
な
る
よ
う
開
催
す
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
県
南
市
場
で
は
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
係
の
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
た
め
、「
環
境
展
」

も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

普
段
は
一
般
の
方
の
入
場
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

11
月
25
日
㈰

午
前
7
時
〜
午
後
1
時

■
会　

場

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

小
山
市
大
字
下
河
原
田
9
5
4

（
国
道
50
号
沿
い
）

■
催　

物

・ 

青
果
物
、
水
産
物
、
生
花
、
関

連
商
品
の
展
示
販
売

・ 

野
菜
、
果
物
、
生
花
、
鉢
物
の

模
擬
せ
り

・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
、
模
擬
せ
り

・
ま
ぐ
ろ
目
方
当
て
ク
イ
ズ

・
各
種
売
店　

等

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

協
力
会
☎（
38
）３
３
３
０

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
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くらしの情報

「
北
桜
祭
」開
催

小
山
北
桜
高
等
学
校
で
は
今
年

も
北
桜
祭
を
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ

さ
い
。

■
日　

時

11
月
10
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

一
般
公
開

■
場　

所

本
校
（
〒
3
2
3
-0
8
0
2

小
山
市
東
山
田
４
４
８
-２
９
）

■
内　

容

・ 

展
示
（
総
合
産
業
高
校
の
学
習

内
容
の
紹
介
、
ド
イ
ツ
国
際
交

流
活
動
な
ど
）

・ 

農
作
物
の
即
売
（
米
、
ダ
イ
コ

ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
ナ
シ
、
シ
ク

ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、
植

木
、
苗
木
な
ど
）

・ 

櫻
笑
（
さ
く
ら
さ
く
）（
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
部
）
に
よ
る
演
舞

■
そ
の
他

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
小
金
井
駅
よ
り

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

（
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

☎（
49
）2
9
3
2

（
49
）0
9
0
8

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」開
催

栃
木
特
別
支
援
学
校
で
は
、
毎

年
恒
例
の
「
し
ら
さ
ぎ
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ

さ
い
。

■
日　

時

11
月
17
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30

分
（
公
開
時
間
）

■
場　

所

本
校
（
〒
3
2
8
-0
0
6
7

栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３
）

■
内　

容

小
学
部
児
童
に
よ
る
演
技
発
表
、

中
学
部
・
高
等
部
生
徒
に
よ
る
作

業
製
品
の
販
売
や
模
擬
店
、
学
習

発
表
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※ 

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」
を
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

☎
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

女
声
合
唱
団
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
ギ
オ
ー
ネ「
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催
の

お
知
ら
せ

今
年
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ギ
オ

ー
ネ
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

12
月
1
日
㈯

開
場　

午
後
１
時
30
分

開
演　

午
後
２
時

■
会　

場

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

■
曲　

目

ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

　
T
hank you for the m

usic
ソ
プ
ラ
ノ　

ソ
ロ

ピ
ア
ノ　
　

ソ
ロ

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ　

他

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ギ
オ
ー
ネ

コ
ン
サ
ー
ト
係

☎（
40
）６
１
５
７

お
知
ら
せ

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
の
た
び
、（
医
）南
河
内
診
療

所
様
よ
り
、
夏
祭
り
模
擬
店
の

売
上
金
の
一
部
と
し
て
金
７
９
，

７
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）

県
民
手
帳
発
売

11
月
上
旬
か
ら
県
内
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、
ロ
ー
ソ
ン
）・
一
部
書
店
・

文
具
店
等
で
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
ま
す
。

（
市
役
所
で
の
窓
口
販
売
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。）

■
頒
価
・
規
格

小
型
判　

定
価
4
0
0
円

（
税
込
12
．4
㎝
×
7
．6
㎝
）

大
型
版　

定
価
5
0
0
円

（
税
込
14
．7
㎝
×
8
．9
㎝
）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
週
間
」

11
月
12
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
ま
で

の
２
週
間
は
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
こ
と
、
暴
力
の
被
害

に
あ
っ
て
い
る
人
た
ち
の
安
全
を

守
る
こ
と
、
暴
力
が
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
周
囲
に
伝

え
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
運
動
週

間
で
す
。

紫
の
リ
ボ
ン
を
身
に
付
け
た
り
、

飾
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
許
さ
な
い
社

会
を
、
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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福
祉
職
ス
タ
ー
ト

土
曜
講
座

福
祉
職
未
経
験
者
、
福
祉
系
資

格
を
持
っ
て
い
る
が
福
祉
職
の
経

験
が
少
な
い
方
な
ど
向
け
の
講
座

で
す
。

■
日
時
等

　

第
１
回　

11
月
17
日
㈯

　

高
齢
者
分
野

第
２
回　

12
月
15
日
㈯

　

障
が
い
者
分
野

第
３
回　

１
月
19
日
㈯

　

高
齢
者
分
野

■
会　

場

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
３
階

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
議
室

■
内　

容

⑴
講
話
（
60
分
）

・ 

福
祉
の
理
念
と
福
祉
職
の
理
解
、

福
祉
職
（
各
職
種
）
の
業
務
内

容
の
理
解　

な
ど

⑵
ふ
り
か
え
り
・
懇
談
会
（
30
分
）

・ 

講
話
内
容
の
ま
と
め
や
講
師
へ

の
質
問
等

■
定　

員　

各
回
20
名
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
方
法

氏
名
、
電
話
番
号
、「
参
加
希
望

の
回
」
を
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
よ
り
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
4
3
）5
6
2
2

0
2
8（
6
2
3
）4
9
6
3

栃
木
い
の
ち
の

電
話
公
開
講
座

■
日　

時

12
月
９
日
㈰

午
後
２
時
〜
4
時

■
場　

所

栃
木
県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ

　

１
階
大
ホ
ー
ル

■
講　

師

副
島　

賢
和　

氏
（
学
校
心
理

士
。
ド
ラ
マ
「
赤
鼻
セ
ン
セ
イ
」

の
モ
チ
ー
フ
と
な
る
。）

「
こ
こ
ろ
の
声
が
言
葉
に
な
る
」

〜
院
内
学
級
の
子
ど
も
た
ち
が
教

え
て
く
れ
た
大
切
な
こ
と
〜

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

１
５
０
名（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

〒
3
2
0
-8
5
0
8

宇
都
宮
市
若
草
1
-10
-6

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内

☎
0
2
8（
6
2
2
）7
9
7
0

0
2
8（
9
0
2
）1
0
3
0

　

T
id1999@

m
aple.ocn.ne.jp

栃
木
税
務
署
か
ら
平
成
24

年
分
年
末
調
整
説
明
会
の

お
知
ら
せ

給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調
整

説
明
会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。
出
席
の
際
に
は
「
年
末

調
整
の
し
か
た
」
及
び
「
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書

の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※ 

都
合
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
た
会

場
に
出
席
で
き
な
い
場
合
に
は
、

他
の
会
場
に
出
席
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
税
務
署

　

法
人
課
税
第
一
部
門

☎
0
2
8
2（
22
）0
8
8
5

（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
の
納
税
に

つ
い
て

11
月
は
、
平
成
23
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、

第
２
期
分
の
納
付
書
を
発
送
し
ま

す
。
収
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
２
９
０
万
円
を
引

い
た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
額

と
な
り
ま
す
。

・
第
１
種
事
業

　

 

物
品
販
売
業
、
製
造
業
、
不
動

産
貸
付
業
等
…
５
／
１
０
０

・
第
２
種
事
業

　

 

畜
産
業
、
水
産
業
、
薪
炭
製
造

業
…
４
／
１
０
０

・
第
３
種
事
業

　
 

医
業
、
弁
護
士
業
、
理
美
容
業

等
…
５
／
１
０
０

　
 

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
等
の

業
等
…
３
／
１
０
０

２
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日

㈮
で
す
の
で
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
税
事
務
所

個
人
事
業
税
担
当

☎
0
2
8
2（
23
）3
4
1
4

ご
存
知
で
す
か
？ 

警
察

に
よ
る「
被
害
者
支
援
」

警
察
で
は
、
犯
人
を
捕
ま
え
て

処
罰
し
て
い
く
た
め
の
刑
事
手
続

き
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
、
様
々
な
被

害
者
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
犯
罪
被
害
給
付
制
度

遺
族
給
付
金
・
重
傷
病
給
付
金
・

障
害
給
付
金
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

○
被
害
者
連
絡
制
度

警
察
か
ら
一
定
の
対
象
犯
罪
に

遭
わ
れ
た
方
々
へ
捜
査
状
況
等
の

連
絡
を
行
う
。

○
再
被
害
防
止
制
度

加
害
者
か
ら
再
度
被
害
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
の
防
犯
指
導

や
警
戒
措
置

○
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等

■
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
下
野
警
察
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎（
52
）０
１
１
０

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

開催日 開催時間 開催場所 対象

11月
20日
（火）

午前10時～
11時45分 栃木市文化会館

大ホール
栃木市旭町12-16

栃木市
岩舟町
壬生町午後2時～

3時45分

11月
21日
（水）

午前10時～
11時45分 小山文化センター

大ホール
小山市中央町1-1-1

下野市
小山市
野木町午後2時～

3時45分
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下
野
市
民
生
委
員
児
童

委
員
の
19
氏
が
受
章

第
18
回
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど

い
が
8
月
30
日
、
宇
都
宮
市
文
化

会
館
に
て
行
わ
れ
、
下
野
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
か
ら
４
名

の
委
員
が
栃
木
県
知
事
表
彰
を
、

ま
た
、
15
名
の
委
員
が
栃
木
県
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
・
援

助
活
動
を
行
う
な
ど
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

■
栃
木
県
知
事
表
彰

松
沼　

豊
子　

上
野　

嘉
彦

清
水
美
恵
子　

田
村　

敬
子

■
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

渋
田　

唯
弘　

髙
橋
み
ち
い

篠
原　
　

信　

横
溝
ト
シ
子

添
田　

和
男　

九
鬼　

眞
澄

阿
久
津
要
子　

鈴
木　

禎
二

篠
原　

春
夫　

松
本
マ
サ
子

中
澤　

七
郎　

庄
司　

信
行

青
柳
太
一
郎　

橋
本　
　

勉

手
塚　

民
子

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
子

育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

ま
た
、
安
全
基
準
に
適
合
し
た
幼

児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の
普
及
に

よ
る
市
民
の
交
通
に
関
す
る
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
を
購
入

す
る
方
に
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
で
す
。

■
対　

象

市
内
在
住
で
、
６
歳
未
満
の
幼

児
を
２
人
以
上
養
育
し
て
お
り
、

本
人
及
び
同
一
世
帯
の
方
が
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

■
補
助
対
象
と
な
る
自
転
車

　

市
内
の
販
売
店
で
購
入
す
る
幼

児
２
人
同
乗
用
自
転
車
（
新
品
に

限
る
）
で
あ
っ
て
安
全
基
準
に
適

合
し
た
、
幼
児
用
座
席
が
２
つ
装

備
さ
れ
て
い
る
も
の
。

■
補
助
額

購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
１
０

０
円
未
満
の
端
数
切
捨
て
）。
た

だ
し
、
３
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

※ 

購
入
金
額
に
は
消
費
税
を
含
み

ま
す
。
補
助
対
象
は
、
自
転
車

本
体
及
び
幼
児
用
座
席
・
幼
児

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
し
、
オ
プ
シ

　

ョ
ン
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

購
入
後
、
①
領
収
書
原
本
（
店

名
・
品
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

②
安
全
基
準
に
適
合
す
る
自
転
車

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
。

③
申
請
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

児
童
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。）
を
児
童
福
祉
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
購
入
日

か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
４

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
児
童
虐
待

防
止
講
演
会
の
お
知
ら
せ

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
花
咲
ｊ
ｉ
ｉ
で
は
、
児
童
虐
待

防
止
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

11
月
18
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場　

所

自
治
医
科
大
学
内　

地
域
医
療

情
報
研
修
セ
ン
タ
ー　

大
講
堂

■
講
演
者

自
治
医
科
大
学
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
長　

相
原
敏
則

■
テ
ー
マ

『
子
ど
も
の
虐
待
に
よ
る
悲
劇

を
防
ぐ
た
め
に　

〜
子
ど
も
虐
待

を
目
に
し
た
時
、
耳
に
し
た
時
、

私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
〜
』

■
参
加
費　

無
料

■
駐
車
場

車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
地
域

医
療
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
北
側
駐

車
場
、
ま
た
は
附
属
病
院
正
面
の

外
来
駐
車
場
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

自
治
医
科
大
学
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー　

鈴
木

☎（
58
）７
８
１
５

（
40
）６
０
１
６

　

suzukif@
jichi.ac.jp

あ
な
た
の
手
話
を
地
域
福
祉

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

小
山
市
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
す
。

■
日　

時

12
月
15
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

■
場　

所

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対　

象

次
の
条
件
を
満
た
す
方

① 

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町
に

在
住
の
18
〜
60
歳
の
方

② 

お
や
ま
地
区
手
話
講
習
会
「
基

礎
講
座
」
修
了
者
、
ま
た
は
、

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
「
応

用
課
程
」
以
上
修
了
者
。
ま
た

は
、
県
登
録
通
訳
者
な
い
し
相

当
の
経
験
者

■
試　

験

筆
記
（
小
論
文
）、
実
技
（
読

み
取
り
、
聞
き
取
り
、
場
面
通
訳
）、

面
接

■
申
し
込
み
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
11

月
16
日
㈮
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会
内

認
定
試
験
事
務
局　

担
当
飯
島

〒
3
2
3
-0
8
0
7

小
山
市
城
東
6
-12
-21

（
35
）2
4
7
2

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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4

小
山
地
区
医
師
会
市
民

公
開
講
座
よ
く
わ
か
る

白
内
障
と
緑
内
障

入
場
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

11
月
11
日
㈰

午
前
10
時
〜

■
会　

場　

き
ら
ら
館

■
第
１
部

・
市
民
公
開
講
座

時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時

（
受
付
：
９
時
30
分
〜
10
時
）

講
演
：「
目
の
病
気
」

〜
あ
な
た
も
白
内
障
や

緑
内
障
が
気
に
な
り
ま
す
か
？

講
師
：
自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
眼
科 

教
授 

川
島 

秀
俊 

先
生

■
第
２
部

眼
圧
無
料
測
定

20
歳
以
上
の
方

定
員
80
名
（
先
着
順
）

時
間
：
午
前
11
時
10
分
〜
正
午

　

※ 

午
前
9
時
30
分
よ
り
、
測
定

整
理
券
を
配
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
地
区
医
師
会

☎（
22
）５
９
９
３

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス 

と
ち
ぎ
で
は
、
子
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院
中
の
ご
家

族
の
た
め
の
第
二
の
我
が
家
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
説
明
会
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
興
味

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
左
記
日
程
で
は
ご
都
合

の
悪
い
方
は
個
別
に
対
応
い
た
し

ま
す
の
で
、
と
ち
ぎ
ハ
ウ
ス
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

11
月
24
日
㈯

①
午
前
10
時

②
午
後
１
時
30
分

③
午
後
６
時

各
回
１
時
間
程
度

■
場　

所

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

■
住　

所

〒
3
2
9
-0
4
3
4

下
野
市
祇
園
２
-36
-３

自
治
医
科
大
学
２
号
館
３
階

■
活
動
内
容

入
院
中
の
子
ど
も
の
家
族
の
た

め
の
滞
在
施
設
の
運
営
補
助

平
日
、
土
・
日
曜
（
特
に
土
、

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
足
し
て

い
ま
す
）

ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
、
利
用
家

族
の
案
内
、
対
応
、
事
務
作
業
な

ど
２
週
間
に
１
回
、
３
時
間

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

 

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
･

ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

（
担
当
：
中
澤
、
斎
藤
）

　

☎（
58
）７
５
５
１

※ 

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス
は
全
国
に
８
か
所
あ
り
、

年
間
３
，６
０
０
も
の
家
族
を

受
け
て
入
れ
て
い
ま
す
。

足
利
特
別
支
援
学
校

第
４
回
学
校
見
学
会

足
利
特
別
支
援
学
校（
病
弱
）で

は
、
学
校
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
お

知
り
に
な
り
た
い
方
や
、
入
学
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
期　

日

11
月
19
日
㈪
小
・
中
学
部

11
月
21
日
㈬
高
等
部

午
前
10
時
〜
正
午

■
会　

場

栃
木
県
立
足
利
特
別
支
援
学
校

（
足
利
市
大
沼
田
町
）

■
問
い
合
わ
せ
先

足
利
特
別
支
援
学
校

☎
０
２
８
４（
91
）１
１
１
０

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

栃
木
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

７
０
５
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
発
効
は
平
成
24
年
10
月
１

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

栃
木
県
最
低
賃
金
は
栃
木
県
の

区
域
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
0
9

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

～投票で　あなたがつくる　明るいとちぎ～

■投票日に予定があり、投票に行けない方は、期日前投票をご利用ください。
　期日前投票期間：11月２日（金）～17日（土）　午前８時30分～午後８時
■

11月18日（日）は、栃木県知事選挙の投票日です
投票時間：午前７時～午後８時
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自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

援
護
制
度
の
ご
案
内

育
成
資
金
貸
付
制
度
（
無
利
子
）

■
対
象
者

保
護
者
の
方
が
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
事
故
に
遭
わ
れ
て
亡
く
な

ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
ご
家
族
の
中
学

生
以
下
の
お
子
様
。

■
貸
付
金

・
一
時
金 

１
５
５
，０
０
０
円

・
月　

額 

２
０
，０
０
０
円

・
入
学
時
支
度
金４

４
，０
０
０
円

■
返
還
方
法

卒
業
後
20
年
以
内
の
均
等
払
い
。

な
お
、
進
学
し
た
場
合
は
在
学
期

間
中
返
還
猶
予
さ
れ
ま
す
。

重
度
障
害
者
介
護
料
支
給

■
対
象
者

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
事
故
に

よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器

損
傷
、
後
遺
障
害
の
程
度
が
次
に

該
当
す
る
方

・
常
時
要
介
護
の
方

月
額
５
８
，５
７
０
円
〜

　

１
３
６
，８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
の
方

月
額
２
９
，２
９
０
円
〜

　

５
４
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対
策

機
構
栃
木
支
所

☎
0
2
8（
6
2
2
）9
0
0
1

斎
場
使
用
料
補
助
金
に

つ
い
て

管
外
の
斎
場
（
火
葬
場
）
を
使

用
し
管
外
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
時
、
管
外
料
金
を
全
額
支
払

っ
て
い
た
だ
き
、
補
助
金
申
請
・

請
求
後
に
市
よ
り
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

亡
く
な
ら
れ
た
方
ま
た
は
斎
場

使
用
申
請
者
が
下
野
市
民
で
あ
る

こ
と
。

■
対
象
施
設

全
国
全
て
の
斎
場
で
の
火
葬
及

び
待
合
室
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※ 

「
宇
都
宮
市　

悠
久
の
丘
」「
小

山
聖
苑
」
に
関
し
て
は
式
場
、

控
室
、
霊
安
室
等
も
補
助
対
象

に
な
り
ま
す
。

■
補
助
額

火
葬
に
つ
い
て
は
５
８
，8
0
0

円
、待
合
室
に
つい
て
は 

１
６
，０
５

０
円
を
限
度
に
補
助
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

式
場
等
に
つ
い
て
は
管
外
料
金

と
管
内
料
金
の
差
額
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に
領
収
書

を
添
付
し
、
環
境
課
ま
た
は
市
民

課
各
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
管
外
斎
場
と
は

○
石
橋
地
区
の
方
：
全
て
の
斎
場

○ 

国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
方
：

小
山
聖
苑
以
外
の
斎
場

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

小
山
聖
苑
空
調
設
備
改
修

工
事
の
お
知
ら
せ

小
山
聖
苑
で
は
、
施
設
利
用
者

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
空
調
設
備
の
更
新
工
事
及
び

大
小
式
場
並
び
に
待
合
室
の
天
井

等
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
次

の
日
程
で
式
場
等
の
利
用
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
が
、
火
葬
業
務
は

通
常
通
り
行
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
式
場
工
事
期
間

11
月
１
日
㈭
〜
11
日
㈰

※ 

式
場
（
昴
・
銀
河
）
の
利
用
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
聖
苑
☎（
22
）１
１
７
５

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
の
負
担
区
及
び
負
担
金

の
改
正
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
工
事
費
は
国
や

市
な
ど
の
公
費
の
ほ
か
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
る
区
域
の
方
々
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
９
月
に
条
例
改
正
を

行
い
、
新
し
い
負
担
区
及
び
負
担

金
額
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

受
益
者
負
担
金
は
下
水
道
供
用
開

始
後
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
☎（
48
）２
１
２
３

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
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■改正後の下水道負担区及び負担金額

負担区の名称（改正前負担区） 単位負担金額

市
街
化
区
域

国分寺負担区
（合併前の国分寺町東部及び西部負担区）

１㎡当たり
300円

石橋負担区
（合併前の石橋町市街化区域）

仁良川負担区
（合併前の南河内町仁良川負担区）

市
街
化
調
整
区
域

石橋市街化調整区域負担区
（合併前の石橋町市街化調整区域）

1件当たり
400,000円

国分寺負担区
（合併前の国分寺町負担区）

1件当たり
545,000円

南河内負担区
（合併前の南河内町負担区）

1件当たり
380,000円

関根井、笹原、祇園原負担区 1件当たり
365,000円



Shimotsuke

広報しもつけ　2012.11
41

くらしの情報

急
速
充
電
施
設
使
用
の

有
料
化
に
つ
い
て

道
の
駅
し
も
つ
け
に
設
置
さ
れ

て
い
る
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電

施
設
の
使
用
は
、
平
成
25
年
１
月

よ
り
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
施
設
名

電
気
自
動
車
用
急
速
充
施
設

■
使
用
料

１
回
30
分　

５
０
０
円

■
使
用
方
法

利
用
者
は
、
道
の
駅
し
も
つ
け

の
事
務
所
に
申
し
出
て
料
金
納
入

後
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

道
の
駅
し
も
つ
け

☎（
38
）6
6
3
1

商
工
観
光
課

☎（
48
）2
1
1
2

平
成
25
年
度
・
平
成
26
年

度
小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
入
札
参
加
者
資
格
審
査

申
請
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
・
平
成
26
年
度
小

山
広
域
保
健
衛
生
組
合
入
札
参
加

者
資
格
審
査
申
請（
物
品
購
入
等
・

建
設
工
事
・
建
設
関
連
業
務
委
託
）

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

11
月
19
日
㈪
〜
12
月
７
日
㈮

（
必
着
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
方
法

郵
送
（
郵
便
書
留
）（
持
参
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

※ 

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内

市
町
に
本
店
ま
た
は
支
店
及
び

営
業
所
を
有
す
る
方
は
持
参
に

よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

■
提
出
先

〒
3
2
3
-0
0
4
3

栃
木
県
小
山
市
大
字

塩
沢
６
０
４
番
地

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

総
務
課　

管
理
係　

宛

■
申
請
書
類
及
び
申
請
要
綱
の
入

手
方
法

　

申
請
書
は
、
小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
総
務
課
窓
口（
無
料
）ま
た

は
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http://w
w
w
.

city.oyam
a.tochigi.jp/kouiki/

）

に
て
入
手
で
き
ま
す
。「
小
山
広

域
保
健
衛
生
組
合
」↓「
入
札
・
契

約
」↓「
入
札
参
加
者
資
格
申
請
に

つ
い
て
」

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

総
務
課　

管
理
係

☎（
22
）３
２
２
８

小
山
栃
木
都
市
計
画
ご
み

処
理
場
（
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
）
の
変
更（
案
）の

縦
覧
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
第
17
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
小
山
栃
木
都
市
計
画
ご

み
処
理
場
（
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
）
の
変
更（
案
）の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

■
都
市
計
画
の
種
類

ご
み
処
理
場
（
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
）

■
ご
み
処
理
場
の
名
称

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

■
位
置
及
び
面
積

・
位
置　

下
野
市
下
坪
山
字
栄

・
面
積　

約
2
.
7
h
a

■
縦
覧
場
所
及
び
期
間
等

・
場
所

都
市
計
画
課（
下
水
道
庁
舎
2
階
）

環
境
課
（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）

・
期
間

　

12
月
3
日
㈪
〜
17
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

な
お
、
縦
覧
す
る
小
山
栃
木
都

市
計
画
ご
み
処
理
場
（
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
）
の
変
更（
案
）に
つ

い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎（
48
）２
１
１
４

環
境
課　
　

☎（
40
）５
５
５
９

巡
回
住
宅
相
談
会
の

お
知
ら
せ

栃
木
県
で
は
、
耐
震
に
関
す
る

不
安
や
補
修
に
関
す
る
こ
と
、
既

存
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
住
宅
購

入
の
際
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、

業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
住
宅

に
関
す
る
お
悩
み
や
相
談
に
つ
い

て
、
建
築
士
や
司
法
書
士
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
巡

回
住
宅
相
談
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

11
月
８
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場　

所

　

南
河
内
公
民
館

■
相
談
料

　

無
料

■
そ
の
他

予
約
優
先
（
※
事
前
予
約
を
お

勧
め
し
ま
す
。）

　

事
前
予
約
は
㈳
栃
木
県
建
築
士

会
☎
０
２
８（
６
３
９
）３
１
５
０

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
３

栃
木
土
木
事
務
所
保
全
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

県
が
管
理
し
て
い
る
県
道
及
び

一
級
河
川
な
ど
で
、
次
の
よ
う
な

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

を
安
心
安
全
の
確
保
へ
と
結
び
つ

け
て
参
り
ま
す
。

・
側
溝
の
破
損

・
舗
装
の
穴
や
段
差

・
路
肩
の
除
草

・
河
川
の
堤
防
や
護
岸
の
崩
落

・
堤
防
の
除
草　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
土
木
事
務
所　

保
全
部

☎
0
2
8
2（
23
）3
4
3
7

な
お
、
市
道
に
つ
い
て
お
気
づ

き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
建
設

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
☎（
48
）２
１
１
３

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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募　

集

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
や
め

た
い
の
に
や
め
ら
れ
な
い
習
慣
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
テ
ー
マ

「
依
存
症
と
こ
こ
ろ
の
健
康
〜

人
は
な
ぜ
の
め
り
込
む
の
か
〜
」

■
日　

程

12
月
12
日
㈬

■
時　

間

午
後
２
時
〜
４
時

■
会　

場

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎　

大
会
議

室
（
小
山
市
犬
塚
３
-１
-１
）

■
対　

象

関
心
の
あ
る
方
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

定
員
80
名

■
参
加
費　

無
料

■
締
め
切
り

12
月
7
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
支
援
課

　

☎（
22
）６
１
９
２

天
平
の
花
ま
つ
り

〜
１
日
出
店
者
〜
募
集

「
第
34
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

期
間
中
の
平
成
25
年
4
月
10
日
か

ら
30
日
ま
で
、
市
内
に
お
け
る
農

産
物
・
加
工
品
・
業
務
・
サ
ー
ビ

ス
・
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
出
店

し
て
み
た
い
！　

と
い
う
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
出
店
方
法

⑴
期
間
中
の
5
日
以
内
の
出
店

⑵ 

市
観
光
協
会
の
用
意
す
る
テ
ン

ト
で
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
店

⑶ 

ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
禁
止
し

ま
す

※ 

そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
一
緒
に
花
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
申
し
込
み
書
類

第
34
回
天
平
の
花
ま
つ
り
「
１

日
出
店
」
申
込
書

■
申
し
込
み
受
付
期
間
及
び
場

所
・
問
い
合
わ
せ
先

12
月
3
日
㈪
〜
２
月
28
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

下
野
市
商
工
観
光
課

下
野
市
田
中
６
８
１
番
地
１

（
南
河
内
図
書
館
2
階
）

☎（
48
）２
１
１
２

天
平
の
花
ま
つ
り

出
店
者
募
集

5
「
第
34
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

を
平
成
25
年
3
月
20
日
か
ら
平
成

25
年
5
月
6
日
ま
で
天
平
の
丘
公

園
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
こ
の

花
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、
市
内
外

か
ら
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
多
く
の

皆
様
に
花
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
出
店
日
時

・
淡
墨
桜
期
間
（
出
店
は
任
意
）

３
月
20
日
㈬
〜
31
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
30
分

・
花
し
ら
べ
期
間

４
月
１
日
㈪
〜
９
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

・
花
ま
つ
り
期
間

４
月
10
日
㈬
〜
30
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

・
５
月
連
休
期
間

５
月
１
日
㈬
〜
６
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
出
店
場
所

天
平
の
丘
公
園
内　

花
広
場

■
応
募
資
格（
全
て
を
満
た
し
た
方
）

⑴ 

本
市
に
引
き
続
き
10
年
以
上
住

所
を
有
す
る
者
、
法
人
に
あ
っ

て
は
そ
の
代
表

⑵ 

本
市
の
商
工
会
に
続
け
て
3
年

以
上
加
盟
し
て
い
る
者

⑶ 

市
税
及
び
市
に
対
す
る
公
共
料

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑷ 

登
記
簿
ま
た
は
定
款
の
目
的
欄

に
記
載
さ
れ
た
業
務
に
準
じ
た

出
店
で
あ
り
、
な
お
か
つ
営
業

許
可
を
有
し
て
い
る
も
の
。
個

人
事
業
に
あ
っ
て
は
営
業
許
可

を
有
し
て
い
る
も
の
。

⑸ 

名
義
貸
し
は
し
な
い
。
ま
た
、

出
店
者
の
家
族
（
法
人
に
お
い

て
も
代
表
者
及
び
そ
の
家
族
）

が
１
名
以
上
常
駐
す
る
こ
と
。

⑹ 

出
店
従
事
者
は
、
出
店
申
請
書

記
載
の
代
表
者
と
使
用
人
許
可

申
請
書
記
載
の
者
で
あ
る
こ
と
。

従
事
者
に
つ
い
て
は
、
検
便
な

ど
必
要
な
検
査
及
び
手
続
を
行

な
う
も
の
と
し
、
従
事
者
を
変

更
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

⑺ 

市
指
定
規
格
の
小
屋
に
よ
る
出

店
で
あ
る
こ
と
。

⑻ 

出
店
者
は
、
花
ま
つ
り
期
間
中

の
運
営
が
効
率
的
に
進
行
で
き

る
よ
う
出
店
協
力
会
に
加
入
す

る
こ
と
。

⑼ 

花
ま
つ
り
の
期
間
（
4
月
1 

日
か
ら
5
月
6
日
）
連
続
し
て

出
店
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
3
月
20
日
か
ら
3
月

31
日
ま
で
の
期
間
は
任
意
と
し
ま

す
。

※ 

条
件
を
満
た
す
出
店
希
望
者
が

25
店
舗
を
超
え
た
と
き
は
、
下

野
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
使
用
審
査

会
が
決
定
す
る
。

■
申
し
込
み
書
類

⑴ 

イ
ベ
ン
ト
広
場
使
用
許
可
申
請

書
・
添
付
書
類

　

① 

上
・
下
水
道
料
金
納
入
証
明

書

　

②
納
税
証
明
書

　

③
店
舗
内
レ
イ
ア
ウ
ト

　

④ 

会
員
証
明
書
発
行
願
い（
兼
）

会
員
証
明
書

⑵
使
用
人
許
可
申
請
書

　

 　

様
式
は
下
野
市
商
工
観
光

課
・
下
野
市
内
各
商
工
会
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま

す
。

■
申
し
込
み
受
付
期
間
及
び
場

所
・
問
い
合
わ
せ
先

11
月
12
日
㈪
〜
30
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

下
野
市
商
工
観
光
課

下
野
市
田
中
６
８
１
番
地
１

（
南
河
内
図
書
館
2
階
）

☎（
48
）２
１
１
２

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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臨
時
保
育
士
を
募
集

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

保
健
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

時
給
1
，0
0
0
〜
1
，1
0
0

円
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）、
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
7
時
〜
午
後
7
時
の
う
ち

7
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
各
免
許
・

資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9
-0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
4

（
52
）1
1
3
7

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
に
つ
い
て

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
す
る
装
備
品
・
シ
ス
テ

ム
を
駆
使
・
運
用
す
る
要
員
を
養

成
す
る
た
め
、
神
奈
川
県
横
須
賀

市
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
に
お
い
て
、
各
種
技
術
の
専

門
教
育
と
と
も
に
、
高
等
学
校
普

通
科
と
同
等
の
教
育
を
受
け
る
制

度
で
す
。

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員
で

あ
り
、
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が

ら
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

中
学
卒
業
者
（
見
込
み
含
）
17

歳
未
満
の
方
（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）

■
受
付
期
間

11
月
１
日
㈭
〜
平
成
25
年
１
月

７
日
㈪

■
試
験
期
日
等

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯

※ 

受
験
会
場
は
別
途
ご
連
絡
し
ま

す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）４
７
６
３

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
喫
茶
」

グ
リ
ム
の
館
第
２
弾
！

第
１
弾
が
８
月
30
日
、
１
２
０

名
の
参
加
者
に
よ
り
大
盛
況
の
う

ち
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
に
よ
り
、
立
ち

席
ま
た
は
参
加
で
き
ず
に
帰
ら
れ

た
方
に
は
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
今
回
は
十
分
席
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

11
月
29
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

■
場　

所

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費

１
，０
０
０
円

歌
集
貸
出
し
・
コ
ー
ヒ
ー
・
水

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
付

■
申
し
込
み　

不
要

な
お
、
南
河
内
公
民
館
で
は
、

毎
月
第
１
金
曜
日
開
催
し
て
い
ま

す
。
１
月
４
日
の
「
歌
声
」
参
加

者
に
は
「
新
春
歌
声
福
袋
」
を
差

し
あ
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

代
表　

佐
藤
☎（
48
）１
６
６
３

相　

談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
期
間
中
（
毎
年
11
月
12

日
〜
25
日
）、
11
月
19
日
㈪
〜
25

日
㈰
の
１
週
間
を
全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場
等
に

お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
等
様
々
な
女
性
の
人
権
問
題

を
め
ぐ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

強
化
週
間
中
は
、
女
性
の
人
権
問

題
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が
担

当
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
共
通
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
-０
７
０
-８
１
０

■
日　

時

11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

■
実
施
機
関

宇
都
宮
地
方
法
務
局　

栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

会
の
開
催

■
相
談
内
容

・ 

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）

・ 

商
業
・
法
人
登
記
関
係
（
会
社
・

法
人
設
立
、
会
社
・
法
人
変
更
、

定
款
変
更
な
ど
）

・ 

多
重
債
務
関
係
（
債
務
整
理
、

過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事
再

生
、
自
己
破
産
）

・ 

裁
判
手
続
き
関
係
（
１
４
０
万

円
を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所
の

民
事
裁
判
手
続
き
）

・
成
年
後
見
関
係

■
相
談
開
始
日

11
月
28
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会　

場

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

（
下
野
市
小
金
井
7
8
9
番
地
）

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

・ 

栃
木
県
司
法
書
士
会

　

小
山
支
部
長 

小
杉　

孝
一

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）6
3
1
2

　

下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１
番
地
23

・
栃
木
県
司
法
書
士
会

　
　

小
山
支
部
副
支
部
長

　

飯
島　

陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
44
）4
9
1
7

下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10
-13

行
政
書
士
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日　

時

11
月
29
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場　

所

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室
２

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

定
員
４
名

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山　

久

　
　
　
　
　

☎（
53
）1
6
7
2

就　

職

職
業
能
力
開
発
講
習
会

■
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

・
定
員　

20
名

・
実
施
期
間

11
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
受
講
料　

４
，
８
２
０
円

■
技
能
検
定
準
備
講
習
（
機
械
保

全
学
科
試
験
対
策
）

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

11
月
20
日
㈫
〜
21
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
受
講
料　

３
，
４
３
０
円

■
第
１
種
電
気
工
事
試
験
準
備
講
習

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

11
月
27
日
㈫
〜
29
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
受
講
料　

４
，
８
２
０
円

■
研
削
砥
石
の
取
り
換
え
業
務

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

12
月
４
日
㈫
〜
５
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

・
受
講
料　

３
，４
３
０
円

■
文
書
デ
ー
タ
処
理

（
W
o
r
d
2
0
0
7
編
応
用
）

・
定
員　

15
名

・
実
施
期
間

12
月
６
日
㈭
〜
７
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
受
講
料　

３
，
４
３
０
円

■
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

12
月
12
日
㈬
〜
14
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
受
講
料　

４
，８
２
０
円

※ 

開
催
日
１
週
間
前
ま
た
は
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

電
話
等
で
確
認
し
て
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

福
祉
の
お
仕
事

ミ
ニ
面
談
会

求
人
事
業
所
の
採
用
担
当
者
か

ら
仕
事
の
内
容
や
応
募
条
件
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
の
相
談

員
に
求
人
状
況
や
資
格
の
相
談
も

で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

12
月
７
日
㈮

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
会　

場

壬
生
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
壬
生
町
大
字
壬
生
甲

３
８
４
３
-１
）

■
参
加
対
象

・ 

福
祉
の
お
仕
事
を
お
探
し
の
方
、

転
職
を
お
考
え
の
方

・ 

平
成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

専
門
学
生
、
短
大
生
、
大
学
生

の
方

・ 

福
祉
の
仕
事
、
資
格
取
得
に
興

味
の
あ
る
方

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
若
草
１
-10
-６

　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内
）

☎
0
2
8（
6
4
3
）5
6
2
2

大
卒
等
就
職
面
接
会
の

お
知
ら
せ

■
日　

時

11
月
16
日
㈮

午
後
１
時
〜
４
時

■
場　

所

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

小
山
市
神
鳥
谷
２
０
２

☎（
24
）５
１
１
１

■
参
加
予
定
企
業
数　

40
社

※ 

企
業
の
参
加
申
し
込
み
は
10
月

26
日
㈮
締
め
切
り
で
す
。

■
対
象
者

平
成
25
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
及
び
大
学
等
卒
業
後
３
年
以

内
で
未
就
職
ま
た
は
非
正
規
就
労

者
の
者

※ 

求
職
者
の
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
登
録
が
必

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
公
共
職
業
安
定
所

☎（
22
）１
５
２
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

電
話
の
掛
け
間
違
え
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

市
役
所
国
分
寺
庁
舎
の
電
話

番
号
の
市
内
局
番
の
ほ
と
ん
ど

が（
４
０
）で
す
。
電
話
番
号
の

か
け
間
違
い
が
増
え
て
い
ま
す
。

か
け
間
違
い
は
、
た
い
へ
ん
ご

迷
惑
と
な
り
ま
す
。
お
電
話
の

お
か
け
の
際
は
、
番
号
を
よ
く

ご
確
認
の
う
え
、
く
れ
ぐ
れ
も

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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くらしの情報

参男
画女
社共
会同

１
９
，５
７
７
人

　

東
日
本
大
震
災
の
避
難
所
生

活
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
」「
男

女
が
必
要
と
す
る
も
の
に
違
い

が
で
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
性
は
早
い
段
階
で

職
場
へ
戻
る
た
め
、
生
活
全
般

の
負
担
が
女
性
に
集
中
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
、
安
全
の
確

保
な
ど
に
つ
い
て
も
男
女
の
違

い
に
よ
る
配
慮
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

　

今
後
、
防
災
分
野
に
お
い
て

も
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

の
仕
組
が
不
可
欠
で
す
。
冒
頭

の
数
字
は
全
国
の
女
性
消
防
団

員
数
で
す
（
平
成
23
年
消
防
白

書
）。
全
国
的
に
消
防
団
員
総

数
が
減
少
す
る
な
か
、
女
性
団

員
数
は
、
10
年
前
（
平
成
13

年
）
の
1
万
７
７
６
人
に
比
べ
、

81
％
増
え
ま
し
た
。

　

市
の
女
性
消
防
団
員
は
昨
年

10
月
に
誕
生
し
、
6
人
の
団
員

が
他
の
消
防
団
員
と
と
も
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

訪
問
販
売
に
よ
る
勧
誘

に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

突
然
、
あ
な
た
の
お
宅
に
知
ら

な
い
業
者
が
来
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

床
下
点
検
、
屋
根
瓦
の
修
繕
、

布
団
販
売
・・・
な
ど
。

床
下
点
検
、
屋
根
瓦
の
修
繕
は

住
宅
の
施
工
業
者
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
布
団
の
訪
問
販
売
に

は
一
人
で
決
め
ず
に
家
族
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

契
約
書
面
に
署
名
を
す
る
前
に
、

考
え
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

疑
問
や
、
不
安
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

まずは相談

今
号
か
ら
『
か
る
た
で
し
も
つ

け
再
発
見
！
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。『下

野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』は
、

下
野
市
の
歴
史
と
伝
統
あ
ふ
れ
る

郷
土
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
平
成

20
年
に
作
製
し
ま
し
た
。
絵
札
・

読
み
札
は
、
す
べ
て
市
内
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
応
募
さ
れ

た
も
の
で
す
。

毎
回
、『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か

る
た
』
か
ら
1
札
を
選
び
、
絵
札
、

読
み
札
を
紹
介
し
な
が
ら
、
下
野

市
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

※
現
在
、
頒
布
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

今
月
は「
お
」で
す

下
野
市
は
、
平
成
18
年
1
月
10

日
、
河
内
郡
の
南
河
内
町
、
下
都

賀
郡
の
石
橋
町
、
国
分
寺
町
が
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。「
下
野
」

は
、
歴
史
あ
る
名
称
で
栃
木
県
民

に
と
っ
て
は
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、

県
外
の
方
に
は
、「
し
も
つ
け
」

と
呼
ん
で
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ

り
残
念
で
す
。

合
併
の
日
の
１
月
10
日
は
、「
か

ん
ぴ
ょ
う
の
日
」
と
し
て
栃
木
県

で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
干
ぴ
ょ

う
の「
干
」の
字
が
漢
数
字
の「
一
」

と
「
十
」
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
）。
生
産
日
本
一
の
下
野
市

の
誕
生
日
と
一
緒
な
の
は
奇
遇
で

す
ね
。

「
誰
に
食
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
ん
だ
! !
」
と
殴
る
ふ
り
を
し
た

り
、
物
に
当
た
っ
た
り
…
。

実
際
に
は
暴
力
さ
れ
て
な
い
し
、

相
手
を
怒
ら
せ
る
私
が
悪
い
の
か

し
ら
?

で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
も
し

か
し
て
、
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か
。

夫
婦
や
恋
人
な
ど
親
密
な
間
柄

で
行
わ
れ
る
暴
力
を
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と

い
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
夫
婦

げ
ん
か
」、「
カ
ッ
プ
ル
の
問
題
で

あ
っ
て
他
人
が
口
出
し
す
る
こ
と

で
は
な
い
」
な
ど
と
、
た
び
た
び

見
過
ご
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
が
我
慢
す
る
こ
と
で
、

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

再
発
見

で

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎(

52)

１
１
６
８
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くらしの情報

小　山
警察署

若　木
小学校

小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３
②④ ③⑤ ④⑥

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
11 12 13 14 15 16 17
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
18 19 20 21 22 23 24
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
25 26 27 28 29 30
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
   (小山市民病院とは、別の医療機関に)　なります。
小山市若木町1-1-5（小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時から22時（内科・小児科）
土曜日 19時から22時（内科・小児科・外科）

　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日から1月3日）       
       10時から12時 13時から17時
       18時から21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）

　カレンダー内番号が当番医療機関となっています。事前に電話で確認してください。各医
療機関では夜間、医師が交代で当直制をとっており、希望する治療が困難な場合もあります。

１1月の一次救急医療機関情報

きらら館・ゆうゆう館・ふれあい館  休館日

◉平日　17:00～翌日9:00
◉土・休日前・祝日（ の部分）17:00～翌日17:00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子
も、一緒に遊ぶ場所です。
日時 10・24日㈯
場所 南河内児童館
■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ
　午前９時～午後２時

13日㈫ 旧石橋中学校
体育館南側

20日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
21日㈬ ふれあい館

■問い合わせ先
　シルバー人材センター
　☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　６・13・20日、12月４日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　27日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　５・12・19日、12月３・10日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　26日㈪
法律相談　８日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　２・９・16日、12月７日

　（いずれも金曜日）
会場：ふれあい館

■時間　午後１時30分～３時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～４時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

11
月
天平公園 JA小山女性会　　　　国分寺支部
花広場 お話ポケットの会

12
月
天平公園 下野市勤労者協議会
花広場 下町たのしみ会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　11月 30日㈮
　固定資産税・都市計画税 ３期
　国民健康保険税（普通徴収） ５期
　介護保険料（普通徴収） ５期
　後期高齢者医療保険料（普通徴収） ５期
　国民年金保険料10月分

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

しもつけシティーガイドは、観光スポットから生活に役立つ情報まで、
下野の情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、
携帯電話は右のＱＲコードからアクセスしてください。

11⽉

November
霜⽉
しも  つき

（ ）



２

自分たちで「市の憲法」を作ろう！
自治基本条例
ニュースレター vol.1

住民と市がそれぞれの責任を果たし、協働のまちづくり
を進めるための、市の条例や計画等の基本的な考え方・
ルールとなる「自治基本条例」。平成２５年度の制定
を目指して検討委員会が開催されました。条例施行ま
で随時検討委員会の様子などをお知らせします。

４
５
６

下野ブランド認定品を募集します
下野スイーツ＆ブレッドグルメフェア開催
デマンドバス「おでかけ号」

８
10
11

まちの話題
「新庁舎建設基本設計」を策定しました
地産地消だより

12
13
14

国民年金だより
あなたの税が未来を拓く
各種医療費助成制度Ｑ＆Ａ

15
16

のびのび輝く下野の子
オレンジリボンキャンペーン
みんなで守ろう！子どもの笑顔

18

22

保健便り

24 Let’s SPORTS

26
27

国内交流「高松市」
国際交流「ディーツヘルツタール」

28

31
32
33

図書館Library Information
放射線量測定結果
くらしの情報

48 国際交流員ザブリーナ・リンのコラム

今月
の

表紙

今月の何の日

11
月
３
日

文
化
の
日

　
「
文
化
の
日
」
が
祝
日
な
の
は
ご
存
知
と

思
い
ま
す
が
、な
ぜ
「
文
化
の
日
」
な
の
か
、

と
聞
か
れ
る
と
「
？
」
と
な
る
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
の
第
２

条
で
は
文
化
の
日
は
「
自
由
と
平
和
を
愛

し
、
文
化
を
す
す
め
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

１
９
４
６
年
、
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

た
日
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
が
文
化
を
重

ん
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
文
化
の
日
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
半
年
後
に
日
本

国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、
５
月
３
日

は
「
憲
法
記
念
日
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
「
文
具

の
日
」「
レ
コ
ー
ド
の
日
」「
ま
ん
が
の
日
」

な
ど
、多
く
の
記
念
日
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
の
こ
の

日
、
怪
獣
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
が
封
切
ら
れ
、

９
０
０
万
人
以
上
の
動
員
で
大
ヒ
ッ
ト
と

な
り
ま
し
た
。
体
長
50
メ
ー
ト
ル
の
ゴ
ジ

ラ
が
日
本
を
襲
う
姿
に
、
当
時
の
人
々
は

驚
き
ま
し
た
。

　

今
、
ゴ
ジ
ラ
が
現
れ
、
６
３
４
メ
ー
ト

ル
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
た
ら
、
ゴ

ジ
ラ
は
ど
ん
な
顔
で
見
あ
げ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

下野薬師寺跡の礎石に置かれた小さな皿。エゴマの油を注ぎ、下野
薬師寺ボランティアの方々が手で編んだ麻ひもの芯をひたし、そっと
火を着けると、花が咲いたように小さな明かりが揺らめきます。
台風が近づいていましたが、天気に恵まれ穏やかななかコンサートが
行われました。気が付くと演奏と一緒に歌を口ずさむ人がちらほら
と・・・。秋を満喫するようなイベントでした。

目次　Contents
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■人口と世帯（10 月 1日現在）

　　人口／ 60,240 人（-28）、男性／ 29,984 人（-11）、女性／ 30,256 人（-17）、世帯数／ 22,010 世帯（-6）

ガ
チ
ョ
ウ
の
せ
い
で
・
・
・

　

皆
さ
ん
紅
葉
は
も
う
見
ま
し
た
か
？
す
っ

か
り
秋
の
季
節
で
す
ね
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
11
月
は
暗
く
寒
い
季
節
の

始
ま
り
で
す
。
今
日
は
、
冬
の
始
ま
り
を
告

げ
る
日
で
あ
る
11
月
11
日
の
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ

ス
の
日
（M

artinstag

）
と
聖
マ
ル
テ
ィ
ン

の
行
列
（M

artinsum
zug

）
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　

そ
の
前
に
、
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
ょ
う
。
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
は
、
ロ
ー

マ
帝
国
の
兵
役
に
つ
い
て
い
た
頃
、
雪
の

中
で
凍
え
て
い
た
物
乞
い
に
自
ら
の
マ
ン

ト
を
半
分
裂
い
て
与
え
ま
し
た
。
兵
役
終

了
後
、
洗
礼
を
受
け
修
道
士
と
な
っ
た
マ
ル

テ
ィ
ン
は
、
と
て
も

無
欲
で
市
民
か
ら
の

人
気
が
あ
っ
た
の
で
、

司
教
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の

気
に
な
れ
な
か
っ
た

マ
ル
テ
ィ
ン
は
、
教

会
か
ら
の
使
い
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
に

ガ
チ
ョ
ウ
小
屋
に
隠

れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
小
屋
に
い

た
ガ
チ
ョ
ウ
が
騒
ぎ

立
て
て
し
ま
っ
た
た
め
マ
ル
テ
ィ
ン
は
見
つ

か
っ
て
し
ま
い
、
結
局
司
教
に
就
任
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
「
罰
」
と
し

て
様
々
な
地
方
で
11
月
11
日
に
ガ
チ
ョ
ウ
を

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
日
に
は
ガ
チ
ョ
ウ
を

食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
先
に
お
話
し
し
た
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
に

関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
他
に
、
二
つ
の
理
由

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
四
旬

節
の
始
ま
り
は
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
日
あ
た

り
だ
っ
た
の
で
、
四
旬
節
の
前
に
多
く
の

人
々
が
ガ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
な
美
味
し
い
食
べ

物
を
食
べ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
。
二
つ
目

は
昔
、
11
月
11
日
頃
は

税
の
徴
収
日
に
あ
た
り

ま
し
た
が
、
当
時
は
農

作
物
で
の
納
税
も
可
能

だ
っ
た
の
で
、
ガ
チ
ョ

ウ
で
税
金
を
納
め
る
人

も
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
か
ら
で
す
。
こ

の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
理
由
が
重

な
っ
て
、
現
在
で

も
ガ
チ
ョ
ウ
を
食

べ
る
習
慣
が
続
い

て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
行
列

　

聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
日
の
行
事
と
し
て
、

子
供
た
ち
は
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
の
行
列
を
し
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
ラ
ン
タ
ン
に
火
を
と
も
し

て
、
歌
い
な
が
ら
教
会
ま
で
歩
き
ま
す
。
ラ

ン
タ
ン
は
市
販
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
幼

稚
園
や
学
校
の
授
業
で
作
る
子
ど
も
も
多
い

で
す
。
行
列
の
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
劇

み
た
い
な
も
の
も
あ
っ
て
、
馬
に
乗
る
ロ
ー

マ
兵
士
の
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
役
が
、
雪
の
中
で

凍
え
る
物
乞
い
役
に
自
ら
の
マ
ン
ト
を
裂
い

て
与
え
る
と
い
う
言
い
伝
え
を
再
現
し
ま
す
。

行
列
が
終
わ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
お
菓
子

を
も
ら
い
ま
す
。
地
方
に
よ
っ
て
ど
ん
な
お

菓
子
か
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
出
身
地
の
ザ

ウ
ア
ー
ラ
ン
ト
地
方
だ
と
、「
マ
ル
テ
ィ
ヌ

ス
・
ブ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
」（M

artinsbrezel

）

と
い
う
甘
い
イ
ー
ス
ト
生
地
の
ブ
レ
ッ
ツ
ェ

ル
で
、
あ
ら
れ
糖
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
は
、
こ
の
時
期
は
パ
ン
屋
さ
ん
で
は
期

間
限
定
で
「
シ
ュ
ト
ゥ
ー
テ
ン
ケ
ー
ル
」

（Stutenkerl

）
と
い
う
レ
ー
ズ
ン
入
り
の

イ
ー
ス
ト
生
地
で
で
き
た
お
菓
子
も
売
ら
れ

て
い
ま
す
。
両
方
と
も
と
て
も
美
味
し
い
で

す
よ
！
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
て
と
て
も
懐

か
し
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
！

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 

聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
日（M

artin
stag

）

国際交流

今
月
の
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト

　

詳
し
く
は
「
く
ら
し
の

情
報
」の「
イ
ベン
ト
」34
ペ
ー

ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■「 

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ

ン
ダ
ー
作
り
」

・
11
月
11
日
㈰

・
午
後
５
時
15
時
〜

　

ド
イ
ツ
の
「
ア
ド
ベ
ン

ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

関
す
る
市
民
意
見
交
換

会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

つ
い
て

・
12
月
1
日
㈯

・
午
前
10
時
〜

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
発
表
す
る
場
を

企
画
し
ま
し
た
。

■ 

国
際
交
流
協
会
の

ク
リ
ス
マ
ス
会

・
12
月
1
日
㈯

・
午
後
1
時
〜

　

ド
イ
ツ
料
理
と
ビ
ー
ル

等
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
！

マルティンス・ブレッツエル

シュトゥーテンケール

交交交交交

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]

 
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
 

■
U
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平
成
24年

11月
号
 ■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎ 0285（40）5550 情報広報グループまでご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

TAKE FREE


